
近
世
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方
幕
府
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轄
都
市
と
譜
代
藩
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藤

本

仁

文

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
近
世
上
方
に
お
け
る
幕
府
直
轄
都
市
と
譜
代
藩
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
、
当
該
地
域
の
支
配
構
造
の
特
質
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
展
開

を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
～
七
世
紀
に
お
い
て
上
方
は
西
国
有
事
に
備
え
る
軍
事
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
を
担
う
譜
代
大

名
が
重
点
的
に
配
遣
さ
れ
て
い
た
。
幕
府
直
轄
都
市
と
譜
代
藩
の
城
下
町
は
連
動
し
て
機
能
し
、
ま
た
そ
こ
に
配
置
さ
れ
た
譜
代
大
名
が
協
働
す
る
こ
と

で
西
国
有
事
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
末
一
一
八
世
紀
初
頭
に
幕
府
が
従
来
の
軍
事
戦
略
を
転
換
さ
せ
上
方
の
位
置
づ
け
を
変
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
差
が
解
消
さ
れ
均
質
化
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
、
当
該
地
域
を
含
め
て
全
国
支
配
の
再
編
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
譜
代

大
名
の
転
封
は
激
減
し
そ
の
城
下
町
は
政
治
・
経
済
の
拠
点
と
し
て
全
国
各
地
で
定
着
し
て
い
き
、
ま
た
上
方
で
は
幕
府
の
支
配
だ
け
で
な
く
、
藩
が
一

定
程
度
の
独
自
性
を
持
ち
な
が
ら
個
別
領
主
支
配
を
行
う
二
元
的
支
配
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
史
林
九
五
巻
一
号
　
二
〇
［
二
年
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
近
世
上
方
支
配
の
特
質
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
展
開
を
、
江
戸
幕
府
直
轄
都
市
と
譜
代
藩
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
日
本
近
世
に
お
い
て
は
、
徳
川
将
軍
の
居
城
が
あ
る
江
戸
、
さ
ら
に
は
関
東
が
江
戸
幕
府
の
直
接
的
な
基
盤
と
し
て
重
要
な
位

置
づ
け
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
江
戸
か
ら
離
れ
た
上
方
に
は
、
古
代
・
中
世
か
ら
続
く
朝
廷
・
寺
社
勢
力
が
、
ま
た
江
戸
と
並
ぶ
巨
大
都
市
で

あ
る
京
都
・
大
坂
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
は
よ
り
遠
距
離
に
位
置
し
多
数
の
有
力
外
様
藩
を
抱
え
る
西
国
を
抑
え
る
と
い
う
意
味
合
い
を
も
兼
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ね
て
、
上
方
も
ま
た
江
戸
幕
府
が
全
国
支
配
を
行
う
た
め
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
江
戸
幕
府
が
当
該
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
て
き
た
か
に
関
し
て
、
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
当
該
地
域
の
支
配
に
関
し
て
は

長
い
研
究
史
が
あ
る
が
、
近
年
で
は
都
市
を
視
点
と
し
た
研
究
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
新
た
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
当
該
地
域
を
対
象
と
す
る
研
究
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
従
来
の
研
究
は
村
落
を
視
点
と
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
当

該
地
域
の
支
配
に
即
し
て
雪
う
と
、
一
つ
の
村
を
複
数
の
領
主
が
支
配
し
、
ま
た
そ
の
領
主
交
代
も
頻
繁
で
あ
る
当
該
地
域
を
、
個
別
領
主
あ

る
い
は
幕
府
の
遠
国
奉
行
で
あ
る
京
都
・
大
坂
町
奉
行
所
等
が
ど
の
よ
う
に
支
配
し
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
逆
に
村
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
意
識
を
立
論
の
根
底
に
据
え
て
き
た
。
近
年
、
こ
う
し
た
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
大
坂
町
奉
行
所
や
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

主
の
御
用
を
掛
け
負
う
都
市
の
町
人
た
ち
の
役
割
に
注
目
し
て
「
支
配
の
拠
点
」
と
し
て
都
市
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
村
田
路
人
氏
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
軍
事
拠
点
と
し
て
の
大
坂
」
に
注
目
し
大
坂
城
代
・
定
番
等
を
組
み
込
ん
だ
上
方
支
配
論
を
提
起
し
た
岩
城
卓
二
氏
、
さ
ら
に
は
広
く
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
流
布
し
て
い
る
「
町
人
の
都
」
大
坂
を
「
武
士
の
町
」
と
読
み
直
す
藪
田
貫
氏
ら
の
研
究
の
よ
う
に
、
着
眼
点
を
村
落

で
は
な
く
都
市
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
近
世
上
方
の
特
質
を
考
え
よ
う
と
す
る
潮
流
が
新
た
に
生
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
右
の
よ
う
に
幕
府
直
轄
都
市
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
か
つ
て
水
本
邦
彦
氏
が
当
該
地
域
の
大
名
が
担
当
す
る
土
砂
留
制
度
を
分
析
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

提
起
し
た
「
畿
内
・
近
国
大
名
の
当
該
地
域
の
全
体
的
統
治
に
果
た
す
積
極
的
役
割
と
い
う
視
角
」
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
発
展
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
従
来
京
都
・
大
坂
町
奉
行
所
に
よ
る
広
域
支
配
が
展
開
す
る
当
該
地
域
に
何
故
尼
崎
藩
ら
の
譜
代
藩
が
敢
え
て
配
置
さ
れ
て
い
る

の
か
位
置
づ
け
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
軍
事
拠
点
と
し
て
の
大
坂
」
に
注
目
し
た
岩
城
氏
は
、
こ
の
水
本
氏
の
提
起
を
踏
ま
え
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

大
坂
を
守
る
た
め
に
周
辺
に
尼
崎
藩
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
京
都
や
奈
良
を
守
る
譜
代
藩
の
役
割
が
明
ら

か
と
な
り
、
幕
府
直
轄
都
市
と
譜
代
藩
が
一
つ
の
軍
事
戦
略
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
と
譜
代
藩
が
統
合
さ
れ
た
領
主
権
力
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
当
該
地
域
を
支
配
す
る
特
質
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
幕
府
直
轄
都
市
に
注
目
し
て
譜
代
藩
の
位
置
づ
け
も
明
確
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
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本
稿
で
は
、
右
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
具
体
的
に
以
下
二
つ
の
課
題
を
設
定
し
て
、
近
世
上
方
支
配
の
特
質
と
そ
の
歴
史
的
展
開
を

明
ら
か
に
す
る
。
第
一
の
課
題
は
、
元
禄
一
坐
全
期
に
行
わ
れ
た
上
方
支
配
の
再
編
が
全
国
支
配
再
編
の
～
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
上
方
で
行
わ
れ
て
い
た
激
し
い
領
主
交
代
の
激
減
お
よ
び
全
国
各
地
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
転
封
の
激
減

と
い
う
、
当
該
期
に
起
こ
る
二
つ
の
変
化
の
理
由
・
背
景
が
、
譜
代
大
名
に
よ
る
老
中
・
京
都
所
司
代
・
大
坂
城
代
等
へ
の
就
任
の
形
式
が
転

換
す
る
等
、
大
名
課
役
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
今
度
は
新
た
に
、
何
故
当
該
期
に
そ
う
し
た
変
化

が
起
き
る
の
か
、
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
必
要
性
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
変
化
が
、
幕
府
が
上
方
の
位
置
づ
け
を
転
換

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
点
に
注
目
し
て
全
国
支
配
再
編
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
の
課
題
は
、
右
で
述
べ
た
元
禄
－
享
保
期
の
下
戸
づ
け
を
踏
ま
え
た
上
で
、
一
七
世
紀
末
－
一
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
起
こ
る
上
方
の

支
配
構
造
の
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
該
地
域
支
配
の
画
期
に
関
し
て
、
近
年
で
は
元
禄
一
享
保
期
を
位
置
づ
け
る
大
宮
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

友
・
村
田
氏
の
成
果
と
田
沼
政
権
期
を
位
置
づ
け
る
岩
城
氏
の
成
果
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
両
時
期
の
関
係
性
の
解
明
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
上
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
両
時
期
の
関
係
性
に
注
目
し
て
幕
藩
体
制
の
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
日
本
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

史
研
究
の
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
元
禄
－
享
保
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
全
国
支
配
再
編
に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
半

ば
に
か
け
て
当
該
地
域
に
一
七
世
紀
段
階
と
は
異
な
る
博
し
い
状
況
・
様
相
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

①
『
歴
史
科
学
隔
「
九
二
（
大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
〇
〇
八
）
が
最
新
の
研

　
究
史
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

②
村
田
路
人
『
近
世
広
域
支
配
の
研
究
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
～
九
九
五
）
。

③
　
岩
城
卓
二
噸
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
㎞
（
柏
畿
且
房
、
二
〇
〇
山
州
）
。

④
藪
田
貫
圃
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
㎞
（
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
、
以
下
前
掲

　
藪
田
著
）
、
岡
欄
武
士
の
町
大
坂
㎞
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
）
。

⑤
水
本
邦
彦
「
土
砂
留
役
人
と
農
畏
」
（
同
『
近
世
の
村
社
会
と
圏
家
睡
（
東
京
大

　
学
出
版
会
、
～
九
八
七
）
、
初
出
は
一
九
八
一
V
二
六
六
頁
。

⑥
岩
城
卓
二
「
幕
府
畿
内
・
近
国
支
配
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
役
割
－
摂
津
国

　
尼
崎
藩
と
和
泉
国
岸
和
田
藩
を
中
心
に
一
」
（
前
掲
岩
城
著
、
初
出
は
一
九
九

　
八
、
以
下
前
掲
岩
城
論
文
①
）
。

⑦
横
田
冬
彦
「
「
非
領
国
」
に
お
け
る
譜
代
大
名
」
（
『
地
域
史
研
究
－
尼
崎
市

　
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
1
㎞
二
九
－
二
、
二
〇
〇
〇
、
以
下
前
掲
横
田
論

　
文
）
、
拙
稿
門
出
世
京
都
大
名
火
消
の
基
礎
的
考
察
」
（
魍
史
林
㎏
八
八
…
二
、
二

　
〇
〇
五
、
以
下
前
掲
拙
稿
①
）
、
岡
「
近
世
中
後
期
上
方
に
お
け
る
譜
代
大
名
の

　
軍
事
的
役
割
i
郡
山
藩
を
事
例
に
1
扁
（
『
日
本
史
研
究
挽
五
三
四
、
二
〇
〇
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七
、
以
下
前
掲
拙
稿
②
）
。
本
稿
に
お
け
る
京
都
大
名
火
消
や
郡
山
藩
に
よ
る
奈

　
良
へ
の
出
動
に
関
す
る
記
述
は
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
本
論
文
に
拠
る
。

⑧
拙
稿
「
近
世
上
方
支
配
の
再
編
」
（
欄
史
林
㎏
九
四
一
四
、
二
〇
＝
、
以
下
前

　
掲
拙
稿
③
）

⑨
大
宮
守
友
門
元
禄
・
宝
永
期
の
奈
良
奉
行
」
（
同
噸
近
世
の
畿
内
と
奈
良
奉
行
蜘

　
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
）
、
初
出
は
一
九
九
五
）
、
村
田
路
人
「
幕
府
上
方
支

　
配
機
構
の
再
編
」
（
大
石
綴
喜
『
日
本
の
時
代
史
～
六
　
享
保
改
革
と
社
会
変
容
』

　
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
）
）
、
同
「
元
禄
期
に
お
け
る
伏
見
・
堺
両
奉
行
の
一

　
時
廃
止
と
幕
府
の
遠
国
奉
行
政
策
扁
（
『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四

　
三
、
二
〇
〇
三
、
以
下
前
掲
村
田
論
文
）
、
岩
城
卓
二
「
町
奉
行
所
広
域
支
配
と

　
尼
崎
藩
」
（
前
掲
岩
城
著
、
以
下
前
掲
岩
城
論
文
②
）
、
同
「
明
和
六
年
尼
崎
藩
領

　
上
知
考
」
（
前
掲
岩
城
著
、
初
出
は
二
〇
〇
三
、
以
下
前
掲
岩
城
論
文
③
）
等
参

　
照
。

⑩
拙
稿
「
書
評
岩
城
卓
二
著
『
近
世
畿
内
・
近
国
支
配
の
構
造
鷺
（
（
噸
ヒ
ス
ト

　
リ
ア
㎞
二
〇
九
、
二
〇
〇
八
）
、
同
「
佐
々
木
潤
之
介
欄
幕
末
社
会
論
臨
再
読
」

　
（
『
日
本
史
研
究
一
五
九
一
、
二
〇
＝
、
以
下
前
掲
拙
稿
④
）
。

第
一
章
　
上
方
譜
代
大
名
の
領
知
宛
行
・
転
封

近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本）

　
江
戸
幕
府
の
拠
点
で
あ
る
関
東
・
上
方
の
両
地
域
は
譜
代
大
名
の
配
置
で
も
似
通
っ
た
特
徴
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
北
島
正
元
氏
が
、
天

正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
家
康
の
江
戸
城
入
城
時
に
関
東
管
領
国
に
配
置
し
た
徳
川
家
臣
と
居
城
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て

　
①
い
る
。
第
一
に
徳
川
氏
の
蔵
入
地
を
江
戸
付
近
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
家
臣
の
配
麗
に
あ
た
っ
て
は
、
小
知
行
取
を
江
戸
付
近
、
大
知

行
取
を
遠
方
の
地
域
に
配
置
し
、
第
三
に
万
石
以
上
の
上
級
家
臣
を
後
北
条
氏
の
旧
支
城
に
配
置
す
る
支
城
駐
屯
制
を
実
施
し
、
新
領
国
の
軍

事
態
勢
を
整
え
た
と
す
る
。
上
方
で
は
ほ
ぼ
同
様
の
視
角
か
ら
八
木
哲
浩
氏
が
大
坂
城
周
辺
の
秩
序
立
っ
た
所
領
配
置
を
明
ら
か
に
し
て
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

領
国
論
を
提
唱
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
従
来
の
研
究
で
は
、
右
の
よ
う
に
両
地
域
が
持
つ
共
通
点
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
従
来
と
は
異
な
り
、
　
七
世
紀
段
階
に

お
け
る
両
地
域
の
差
異
・
相
違
点
に
注
目
す
る
。
具
体
的
に
は
徳
川
幕
府
領
国
を
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
で
均
質
な
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ま

た
関
東
・
上
方
を
個
々
別
々
の
独
立
し
た
「
点
」
と
「
点
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
西
国
有
事
に
備
え
る
た
め
、
上
方
が
前
衛
、
関
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
後
衛
と
い
う
役
割
分
担
や
連
動
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
本
章
で
は
、
右
の
点
を
重
視
し
つ
つ
、
西
国
有
事
に
備
え
る
軍
事
拠
点
と

し
て
の
性
格
・
位
置
付
け
を
よ
り
旦
ハ
体
的
に
明
ら
か
に
し
、
関
東
・
上
方
両
地
域
に
配
置
さ
れ
る
譜
代
大
名
の
差
異
・
相
違
点
に
注
目
し
て
、
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3・5・7 転封2・4・6

新石高 旧城地 旧石高 ← 年月 大名 新石高 旧城地 旧石高

25000 旗本 輌

←

60000 和泉岸和田 50400 ← 寛永17年9月 岡部宣勝 60000 摂津高槻 50000

36000 下総佐倉 36000
和 寛永19年7月 堀［聞三盛 110000 儒濃松本 100000

700GO 三河吉田 45000
恥 寛永19年7月 水野忠善 45000 駿河田中 45000

25000 旗本 ←

←

53500 常陸笠閥 53500
斜 正保2年6月 井上正利 5GOOO 遠江横須賀 娃7500

43440 三河騨奇 55000
制 正保2年7月 水野忠善 50000 三河吉田 45000

45000 豊後杵築 45000
← 正保2年7月 松平英親 37000 豊後高田 37000

←

38000 遠江掛川 30000
輌 慶安元年閏正月 北条氏重 30000 駿河田申 25000

25000 常陸土浦 20000 ← 慶安2年2月 朽木殖綱 30000 下野鹿沼 25000

15000 下総等内 10000
←

45900 三河刈谷 30000
← 慶安2年2月 松平定政 20000 旗本

←

恥

←

lOOOO 大和郡山内 一 ←

150000 陸奥福島 150000
軒 貞享3年7月 堀田正仲 100000 禺羽山形 100000

100000 豊後臼田 70000
駒

60000 越箭大野 50000
← 天和2年3月 ニヒ井利房 40000 下野足利 40000

10000 大和内 10000
←

網

恥

33000 下野鳥山 30000
← 元禄15年9月 板垣重冨 25000 上総大多喜 25000

20000 絹模甘縄 17000
←

“

151288 甲斐甲府 151288
制

←
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近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本）

俵】

改易 転封1・

年月 改易大名 石高 城地 制 年月 大名

工 寛永14年7月 本多正武 25000 大和高取 ← 寛永17年10月 植村家政

2 寛永15年8月 片桐孝利 40000 大和竜田 ← 弟為元に1万石

3 寛永17年7月 池畷輝澄 63000 播磨山崎 胆 寛永17年9月 松平康映

3続 ← 寛永17年9月 松平康信

3続 ← 寛永19年7月 水野忠清

3続 ← 寛永19年9月 松平忠晴

4 寛永20年3月 一柳直家 28600 播磨小野 斜 子直次に1万石

5 正保2年3月 池田輝興 35000 播磨赤穂 ← 正保2年6月 浅野長直

5続 ← 正保2年6月 本多利長

5続 ㌍ 正保2年7月 小笠原忠知

6 正保3年3月 御生宗矩 12500 大和柳生 魎 三子で分封

7 正保4年9月 菅沼定昭 38000 丹波亀山 ← 慶安元年閏正月 松平忠晴

7続 ← 慶安2年2月 西尾忠昭

7続 軒 慶安2年8月 内田正信

8 慶安元年8月 稲葉紀通 45700 丹波福知山 ← 慶安2年2月 松平忠房

9 慶安3年5月 織田信勝 34000 丹波柏原 ← 幕府領

10 寛文5年12月 池田政直 100GO 播磨福本 ← 二弟で分封

11 寛文10年！月 池田邦照 10000 播磨新宮 ← 幕府領

12 延宝7年4月 池田恒行 30000 播磨山崎 ← 延宝7年6月 本多忠英

13 天和2年2月 松平直矩 150000 播磨姫路 ← 天和2年2月 本多忠国

13続 ← 貞享3年7月 松平直矩

14 天和2年2月 本多政利 6GOGQ 播磨明石 ← 天和2年3月 松平直明

15 天和2年5月 桑山一ヂ 11000 大和新庄 ← 天和2年力 永井直円

16 元禄8年2月 織田信武 28200 大和松山 ← 幕府領

17 元禄9年8月 小出重興 10000 和泉陶器 ← 幕府領

18 発禄14年3月 浅野長矩 50GOO 播磨赤穂 斡 発禄15年9月 永井直敬

18続 ← 元禄16年2月 松平正久

19 享保7傘9月 本多忠村 110000 大和郡ゆ ← 弟忠烈に5万石

20 享保8年11月 本多忠烈 50000 大和郡山 ← 享保9年3月 梛澤吉里

21 天明8年5月 小堀政方 lG630 近江小室 い 幕府領

145　（145）



一
七
世
紀
の
上
方
が
全
国
支
配
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
占
め
た
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
ず
右
の
よ
う
な
幕
府
の
軍
事
戦
略
に
基
づ
く
上
方
の
城
郭
建
設
お
よ
び
大
名
配
置
に
関
し
て
は
、
白
峰
旬
氏
の
研
究
が
あ
る
。
慶
長
五
年

（一

Z
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
戦
い
に
お
け
る
勝
利
以
後
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
の
意
向
に
基
づ
い
て
幕
府
奉
行
が
担
当
し
、
ま
た
西
国
大
名
を
動
員

し
つ
つ
、
亀
山
・
篠
山
城
な
ど
が
天
下
普
請
の
城
と
し
て
築
か
れ
て
大
坂
包
囲
網
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
大
坂
の
陣
終
結
後
、
尼
崎
城
・
明
石

城
な
ど
が
幕
府
の
支
援
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
「
大
坂
の
陣
以
後
の
近
畿
地
方
及
び
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
幕
府
の
譜

代
大
名
移
封
政
策
と
そ
の
居
城
修
復
、
及
び
直
轄
の
大
坂
城
・
二
条
城
の
再
築
・
修
築
に
関
し
て
は
、
当
初
か
ら
幕
府
の
統
一
的
な
マ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

プ
ラ
ン
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
強
く
窺
わ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
三
宅
正
浩
氏
が
近
世
初
期
に
お
け
る
戦
時
動
員
を
想
定
し
た
譜
代

大
名
と
そ
の
与
力
大
名
の
一
括
配
置
か
ら
、
寛
永
一
〇
年
代
に
大
名
配
置
の
基
準
が
い
く
つ
か
の
重
要
な
城
郭
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
明

　
　
　
　
　
　
⑦

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
白
峰
・
三
宅
両
氏
の
硬
究
視
角
・
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
上
方
に
配
置
さ
れ
る
大
名
の
特
徴
お
よ
び
そ
の

配
置
の
特
質
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
【
表
】
は
、
寛
永
一
一
年
（
一
さ
二
四
）
以
降
に
上
方
八
目
国
で
幕
府
が
大
名
改
易
を
命
じ
た
際
の
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

後
の
対
応
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
を
基
準
に
す
る
の
は
、
前
年
に
八
人
衆
を
構
成
す
る
永
井
兄
弟
が
淀
・
長
岡
に
配
置
さ
れ
て
、
さ

ら
に
こ
の
寛
永
＝
年
七
月
に
将
軍
家
光
が
上
洛
し
て
大
規
模
な
転
封
を
行
い
、
ま
た
五
万
石
の
大
名
と
城
持
大
名
に
代
替
わ
り
の
領
知
宛
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

状
を
発
給
し
て
上
方
の
大
名
配
置
が
ほ
ぼ
固
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
【
表
】
は
、
改
易
の
項
目
に
関
し
て
は
、
大
名
・
改
易
の
年
・
城

地
・
石
高
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
転
封
①
は
、
無
主
空
白
地
と
な
っ
た
改
易
地
に
新
た
に
入
封
し
た
大
名
に
関
し
て
、
転
封
の
年
・
新
石
高
・
旧

城
地
・
旧
石
高
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
転
封
②
は
、
大
名
が
動
く
こ
と
で
無
主
空
白
地
と
な
る
①
の
旧
城
地
に
新
た
に
入
毒
し
た
大
名
に
関
す
る

同
様
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
は
同
様
で
あ
る
。

　
表
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
幕
府
が
上
方
八
力
国
で
無
嗣
断
絶
な
ど
を
理
由
に
大
名
改
易
を
命
じ
る
場
合
、
あ
る
原
則
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
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こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
則
と
は
、
軍
事
的
役
割
を
担
う
な
ど
上
方
支
配
の
な
か
で
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
岸
和
田
藩
な
ど
の
藩
で
は
、
他

の
大
名
を
入
事
さ
せ
藩
と
し
て
維
持
す
る
方
針
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、
一
大
名
だ
け
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、
全
国
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

を
巻
き
込
み
な
が
ら
複
数
の
大
名
を
玉
突
き
の
よ
う
に
動
か
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
幕
府
が
何
故
こ
う
し
た
対
応
を
採
る
の
か
、
寛
永
一

七
年
七
月
の
山
崎
藩
池
田
氏
改
易
時
の
対
応
を
事
例
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
門
表
】
で
は
3
に
あ
た
る
が
、
こ
の
表
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

改
易
の
ニ
カ
月
後
の
同
年
九
月
に
山
崎
へ
は
岸
和
田
か
ら
松
平
康
映
が
移
り
、
岸
和
田
へ
は
高
槻
か
ら
岡
部
宣
勝
が
移
り
、
高
槻
へ
は
佐
倉
か

ら
松
平
康
信
が
移
り
、
以
下
数
珠
つ
な
ぎ
の
よ
う
に
複
数
の
大
名
が
動
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
転
封
を
「
江
戸
幕
府
日

記
」
を
用
い
て
確
認
し
て
お
く
。

近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本）

　
　
　
⑪

【
史
料
1
】

（
寛
永
｝
七
年
九
月
一
一
日
条
）

（
A
）
一
、
岡
部
美
濃
守
（
宣
勝
・
高
槻
藩
主
）
岸
和
田
江
壱
万
石
弓
樹
頭
、
都
合
六
万
石
二
而
被
蓋
之

（
B
）
一
、
松
平
淡
路
守
（
康
映
・
岸
和
田
藩
主
）
播
州
山
崎
江
以
本
知
之
高
富
遣
之

　
　
　
　
右
両
案
得
替
之
趣
、
於
御
次
間
老
中
伝
之
、
其
後
御
前
江
御
礼
申
上
之
、
井
伊
掃
部
頭
・
酒
井
讃
岐
守
御
挨
拶
申
之

（
同
月
二
八
日
条
）

（
C
）
一
、
松
平
若
狭
守
（
康
信
・
佐
倉
藩
主
）
於
高
槻
本
高
三
万
六
千
石
被
下
之
旨
、
御
前
へ
被
　
召
出
得
替
被
　
仰
付

（
同
月
二
九
日
条
）

（
D
）
一
、
佐
倉
所
替
付
、
為
御
目
付
徳
永
式
部
少
・
妻
木
吉
左
衛
門
被
遣
之

【
史
料
1
】
で
は
、
九
月
　
一
日
に
、
無
主
空
白
地
と
な
る
山
崎
へ
岸
和
田
藩
主
松
平
康
映
が
（
B
）
、
岸
和
田
へ
は
高
槻
藩
主
岡
部
宣
勝
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が
（
A
）
、
同
月
二
八
日
に
高
槻
へ
は
佐
倉
藩
主
松
平
康
信
が
転
封
を
命
じ
ら
れ
（
C
）
、
同
月
二
九
日
に
無
主
空
白
地
と
な
る
佐
倉
へ
は
幕
府

圏
付
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
（
D
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
四
大
名
を
一
斉
に
動
か
す
こ
と
で
、
山
崎
・
岸
和
田
・
・
高
槻
と
い
う
上
方
の
三
城
郭

を
、
ひ
い
て
は
上
方
全
体
の
軍
事
態
勢
を
維
持
し
、
と
り
あ
え
ず
無
主
空
白
地
と
し
て
も
よ
い
佐
倉
を
利
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

上
方
の
城
郭
が
連
動
し
て
一
つ
の
軍
事
態
勢
を
有
し
て
い
る
た
め
、
ど
こ
か
一
つ
を
廃
藩
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
斉
に
動
か
し
関
東
の
譜

代
藩
を
一
旦
廃
藩
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
段
階
で
、
無
主
空
白
地
と
な
っ
た
佐
倉
で
あ
る
が
、
次
の
門
史
料
2
】
に
あ

る
よ
う
に
、
約
二
年
後
の
同
一
九
年
七
月
＝
二
日
に
堀
田
正
盛
が
松
本
か
ら
移
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
⑫

【
史
料
2
】

（
寛
永
～
九
年
七
月
一
六
日
条
）

一
、
堀
田
加
賀
守
（
正
盛
・
松
本
藩
主
）

（
同
月
二
八
日
条
）

　
　
④

総
州
佐
倉
江
得
替
、
本
領
信
州
松
本
、
御
加
増
壱
万
石
、
都
合
拾
壱
万
難
平

一
、
未
刻
御
黒
書
院
出
御
、
水
野
隼
人
正
（
忠
清
・
吉
田
藩
主
）
被
召
出
　
御
前
、
信
州
松
本
之
城
主
被
仰
付
之
、
弐
万
五
千
石
　
曇
霞
恩
、
本
知
四
万
五

　
千
石
、
都
合
七
万
石
拝
領
之
、

一
、
水
谷
伊
勢
守
備
中
松
山
城
主
翼
　
仰
付
之
、
拝
従
最
前
取
来
播
州
領
之
内
壱
万
石
余
所
畳
付
而
、
今
度
松
山
領
之
内
二
而
塗
替
下
之
、
五
万
石
～
所
二

　
拝
領
之

　
⑧～
、
水
野
監
物
（
患
善
・
田
申
藩
主
）
三
州
吉
田
江
以
本
高
得
替
被
　
仰
付
則

（
同
年
九
月
…
二
日
条
）

一
、
松
平
餌
賀
守
（
忠
晴
）
　
御
前
江
被
　
召
出
、
弐
万
石
塁
主
恩
、
都
合
弐
万
五
千
石
皿
而
駿
河
田
中
之
城
主
被
　
仰
付
之
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門
史
料
2
】
で
は
七
月
一
六
日
に
松
本
藩
主
堀
田
が
佐
倉
へ
転
封
と
な
り
、
同
月
二
八
日
に
松
本
へ
吉
田
藩
主
水
野
忠
清
が
（
傍
線
部
A
）
、

吉
田
へ
田
面
藩
主
水
野
忠
善
が
転
封
を
命
じ
ら
れ
（
傍
線
部
B
）
、
九
月
一
二
日
に
田
中
へ
は
旗
本
で
あ
っ
た
松
平
忠
晴
が
二
万
石
の
加
増
を
受

け
て
入
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
四
大
名
に
極
力
間
を
置
か
ず
に
転
封
を
命
じ
、
ま
た
松
平
忠
晴
を
旗
本
か
ら
大
名
に
取

り
立
て
る
こ
と
で
、
佐
倉
藩
を
再
度
立
藩
さ
せ
、
さ
ら
に
松
本
・
吉
田
・
田
中
藩
を
維
持
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
対
応

に
よ
っ
て
山
崎
藩
改
易
以
前
の
状
態
に
戻
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
城
郭
一
つ
一
つ
が
個
々
別
々
に
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
幕
府
の
軍
事
戦
略
に
基
づ
い
て
複
数
の
城
郭
が
連
動
し
て
一
つ
の
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
た
め
維
持
す

べ
き
城
郭
に
優
先
順
位
が
存
在
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
将
軍
の
命
令
で
一
旦
は
廃
藩
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
右
で
見
た
原
則
を
も
う
　
つ
別
の
事
例
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
表
の
1
4
は
天
和
二
年
（
一
六
入
歯
）
一
一
月
に
起
き
た
明
石
藩
主
本
多
政
利

改
易
時
の
対
応
で
あ
る
。
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
記
述
か
ら
、
同
月
一
六
日
に
明
石
へ
越
前
大
野
か
ら
松
平
直
明
か
ら
移
り
、
連
動
し
て
大
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

へ
下
野
足
利
か
ら
土
井
利
房
が
移
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
土
井
は
足
利
を
中
心
と
し
つ
つ
、
常
陸
・
下
総
・
武
蔵
国
に
も
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

地
を
持
つ
著
し
い
分
散
知
行
の
大
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
転
封
に
よ
っ
て
越
前
国
大
野
・
丹
生
・
足
羽
郡
に
領
地
を
持
つ
城
持
大
名
と
な
っ
た
。

な
お
、
土
井
の
旧
領
地
は
幕
府
領
に
切
り
替
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
足
利
は
戸
田
氏
が
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
一
万
石
で
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

封
ず
る
ま
で
そ
の
後
も
各
藩
・
廃
藩
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
旗
本
か
ら
大
名
へ
の
取
り
立
て
が
な
い
場
合
は
、
こ
う
し
た
分
散
知
行
の
大
名
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
名
領
か
ら
幕
府
領
へ
と
切
り
替
え
て
も
影
響
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
の
事
例
で
取
り
上
げ
た
佐
倉
藩
に
も
当
て
は
ま
る
が
、
関
東
の
親
藩
・
譜
代
藩
は
幕
府
の
都
合
で
立
藩
・
廃
藩
を
繰
り
返
す
特
徴
を
持
つ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
幕
府
は
幕
府
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
の
互
換
性
が
高
い
と
い
う
関
東
の
特
質
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
で
き
あ
が
っ
た
幕
藩
体

制
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
容
さ
せ
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
坂
を
中
心
に
し
つ
つ
幕
府
が
建
設
し
た
城
郭
が
周
囲
を
囲
み
、
そ
う
し
た
城
郭
の
城
主
が
改
易
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
、

そ
の
ま
ま
無
主
空
白
地
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
関
東
の
譜
代
藩
を
廃
藩
に
す
る
等
し
て
大
名
を
上
方
に
入
封
さ
せ
て
、
こ
の
軍
事
態
勢
を
維
持
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
に
配
置
さ
れ
る
大
名
の
特
徴
に
も
反
映
さ
れ
、
関
東
と
は
異
な
る
性
格
を
持
っ
た
譜
代
大
名
が
上
方
に
は

重
点
的
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
で
に
横
田
冬
彦
氏
が
上
方
の
譜
代
大
名
は
定
府
を
必
要
と
す
る
役
職
に
は
原
則
と
し
て
就
任
し
な

い
こ
と
、
上
方
へ
入
封
ず
る
際
に
は
役
職
を
免
職
さ
れ
る
こ
と
、
藩
主
が
幼
少
で
あ
っ
た
場
合
は
他
地
域
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら

　
　
　
　
　
⑯

か
に
し
て
い
る
。
右
の
点
に
関
し
て
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
酒
井
忠
挙
が
当
時
の
前
橋
藩
主
転
封
を
幕
府
に
願
う
に
あ
た
っ
て
「
石

川
主
殿
尊
墨
（
義
孝
・
淀
藩
主
）
・
青
山
播
磨
守
殿
（
幸
督
・
尼
崎
藩
主
）
気
分
重
有
之
候
由
、
万
一
死
去
被
皇
室
ハ
・
、
淀
・
尼
崎
者
要
界
之
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

之
由
下
々
申
候
間
、
若
年
聖
衆
者
被
差
置
問
鋪
候
哉
」
と
述
べ
て
、
藩
主
幼
年
を
理
由
に
挙
げ
て
軍
事
的
要
衝
で
あ
る
淀
・
尼
崎
を
避
け
て
欲

し
い
と
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
史
料
か
ら
逆
に
言
え
ば
前
橋
藩
主
は
幼
少
で
も
構
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
荻
生
触
感
も
「
姫
路
・
兵

庫
・
淀
・
郡
山
な
ど
、
要
枢
の
馬
匹
と
て
、
幼
少
に
て
は
替
る
事
も
、
古
き
か
た
ば
か
り
を
守
り
た
る
分
に
て
詮
な
き
事
也
」
と
上
方
の
譜
代

大
名
が
幼
少
で
あ
っ
た
場
合
に
転
封
す
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
同
時
に
こ
う
し
た
転
封
は
不
要
だ
と
も
述
べ
て
い

⑱
る
。　

租
棟
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
享
保
期
以
降
は
藩
主
幼
少
を
理
由
に
転
封
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
こ
の
点
も
譜
代
大
名
の
転
封
が
激
減
し

て
い
く
主
た
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
郡
山
藩
主
本
多
氏
に
幼
少
藩
主
が
続
い
た
た
め
、
享
保
二
年
（
～
七
一
七
）
「
大
和
郡

山
城
主
本
多
唐
事
助
幼
年
に
候
得
共
、
思
召
旨
有
之
候
二
曲
、
其
儘
被
指
置
候
問
」
、
同
七
年
に
唐
之
助
死
去
、
跡
目
を
弟
喜
十
郎
が
継
ぐ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
の
、
「
郡
山
之
儀
ハ
、
所
柄
こ
も
候
間
、
追
而
引
替
被
下
二
女
有
之
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幕
閣
で
も
再
三
転
封
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
終
的
に
本
多
氏
に
転
封
を
命
じ
る
こ
と
は
な
く
、
同
八
年
＝
月
喜
十
郎
死
去
に
よ
っ
て
本
多
氏
は
断
絶
し
た
た

め
、
同
九
年
三
月
に
甲
府
藩
主
柳
澤
吉
黒
に
郡
山
転
封
が
命
じ
ら
れ
、
甲
府
藩
は
廃
藩
と
な
り
幕
府
領
と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
従
来

指
摘
が
あ
る
通
り
、
こ
の
転
封
は
異
例
の
形
で
配
置
し
た
柳
澤
氏
を
他
藩
へ
移
動
さ
せ
て
幕
府
領
と
す
る
こ
と
が
主
た
る
狙
い
で
あ
る
が
、
一

方
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
郡
山
を
無
主
空
白
地
の
ま
ま
に
で
き
ず
に
い
ず
れ
か
の
大
名
を
入
封
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
採
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
措
置
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
事
例
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
享
保
期
を
過
ぎ
る
と
本
章
で
見
た
よ
う
な
大
規
模
な
転
封
は
消
滅
し
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て
い
く
こ
と
に
な
り
、
以
後
転
封
は
役
職
就
任
時
に
そ
の
城
地
に
何
ら
か
の
固
有
の
役
割
が
付
随
し
て
い
て
差
し
支
え
が
あ
る
場
合
に
交
換
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

封
を
行
う
と
い
う
の
に
留
ま
り
、
全
国
各
地
で
譜
代
大
名
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
上
方
は
西
国
支
配
の
軍
事
拠
点
と
し
て
こ
れ
を
支
え
る
譜
代
大
名
が
重
点
的
に
配
置
さ
れ
、
そ
れ
は
享
保
期
ま
で
全
国
各
地

を
巻
き
込
み
な
が
ら
維
持
さ
れ
続
け
て
き
た
。
近
年
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
大
坂
城
代
に
就
任
し
た
青
山
宗
俊
の
城
代
在
職
中
の
日
記

を
翻
刻
し
た
『
大
坂
城
代
記
録
』
が
発
刊
さ
れ
、
西
国
大
名
の
監
視
な
ど
、
姫
路
・
尼
崎
藩
か
ら
の
報
告
を
受
け
つ
つ
遂
行
さ
れ
た
城
代
の
職

務
が
一
次
史
料
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
大
坂
城
代
を
筆
頭
と
し
た
「
大
坂
の
幕
閣
」
に
与
え
ら
れ
て
い
た
西
国
支
配
の
権
限
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

常
に
譜
代
大
名
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
大
坂
の
陣
終
結
後
、
幕
府
が
設
定
し
た
軍
事
戦
略

が
一
七
世
紀
中
も
変
わ
ら
ず
存
在
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
領
知
宛
行
・
転
封
と
い
う
将
軍
独
自
の
権
能
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
①
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
㎞
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
一
八
九
一
　
　
本
史
研
究
』
五
七
五
、
二
〇
一
〇
）
。

　
　
一
九
七
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
『
藩
史
大
事
典
』
第
一
一
七
巻
（
雄
山
閣
出
版
、
～
九
八
八
一
一
九
九
〇
）
を

　
②
八
木
哲
浩
「
大
坂
周
辺
の
所
領
配
遣
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
吏
』
壬
三
、
一
　
　
も
と
に
し
て
作
成
し
た
。
な
お
、
『
野
栄
録
・
廃
絶
録
補
訂
版
㎞
（
近
藤
出
版
社
、

　
　
九
六
七
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
）
、
『
徳
川
加
除
封
録
㎞
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
二
）
、
『
新
訂
寛
政
重

　
　
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
』
（
岩
田
書
院
、

　
七
）
が
そ
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。

④
朝
尾
直
弘
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
（
御
茶
の
水
墨
房
、
一
九
六
七
）
、

　
『
大
阪
府
史
』
五
（
大
阪
府
史
編
集
専
門
委
員
会
、
一
九
八
五
）
、
藤
井
譲
治

　
「
平
時
の
軍
事
力
扁
（
同
編
『
日
本
の
近
世
三
　
支
配
の
し
く
み
』
（
中
央
公
論
社
、

　
一
九
九
一
、
以
下
前
掲
藤
井
論
文
）
、
前
掲
岩
城
著
等
参
照
。

⑤
白
峰
旬
百
本
近
世
城
郭
史
の
研
究
』
（
校
倉
香
房
、
一
九
九
八
）
第
二
・
三

　
章
。

⑥
同
前
九
九
頁
。

⑦
三
宅
正
浩
「
近
世
初
期
譜
代
大
名
論
－
軍
事
編
成
と
所
領
配
置
1
」
（
『
日

　
修
諸
家
譜
㎏
　
　
　
　
　
　
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
1
一
九
六
六
）
、

　
藤
井
譲
治
隅
江
戸
幕
府
領
知
判
物
・
領
知
朱
印
状
の
基
礎
的
研
究
㎞
（
科
学
研
究

　
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
轡
、
二
〇
〇
五
）
に
よ
っ
て
誤
り
で
あ
る
と
確
認
で
き

　
た
場
合
は
訂
正
し
て
い
る
。

⑨
朝
尾
覆
弘
「
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
制
支
配
」
（
前
掲
朝
尾
著
）
、
水
本
邦
彦
『
徳

　
川
の
国
家
デ
ザ
イ
ン
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
八
）
二
一
三
一
二
一
六
頁
等
参
照
。

⑩
拙
稿
門
享
保
九
年
柳
澤
吉
里
転
封
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め

　
に
』
二
七
二
、
二
〇
〇
九
、
以
下
荊
掲
拙
稿
⑤
）
。

⑪
『
江
戸
幕
府
日
記
瞼
第
九
巻
（
ゆ
ま
に
貰
房
、
二
〇
Ω
二
）
。

⑫
同
前
第
一
二
巻
。
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⑬
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。
な
お
以
下
で
同
館
所
蔵
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
を
繊
典

　
と
し
た
場
合
は
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　
を
使
用
し
た
。

⑭
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
㎏
土
井
利
房
。

⑮
『
藩
史
大
事
典
㎏
第
二
巻
「
足
利
藩
」
。

⑯
蕪
掲
横
田
論
文
五
七
－
六
二
頁
。

⑰
凹
群
馬
県
史
瞼
資
料
編
一
四
（
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
入
六
V
一
八

　
三
・
一
入
四
頁
。
な
お
、
こ
の
前
橋
藩
に
よ
る
転
封
の
願
出
に
関
し
て
は
、
『
群

　
馬
県
史
㎞
通
史
編
四
（
一
九
九
〇
）
に
記
述
が
あ
る
（
八
九
－
九
一
頁
）
。

⑱
荻
生
得
来
『
政
談
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
）
八
○
頁
「
武
家
旅
宿
の
境
界

　
を
改
む
る
事
」
。

⑲
噸
享
保
通
鑑
』
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
四
）
二
七
二
六
〇
頁
。

⑳
前
掲
拙
稿
⑤
。

⑳
藤
野
保
欄
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
）
五
七
四

　
－
五
八
四
頁
、
前
掲
拙
稿
②
。

⑫
　
　
鯛
大
坂
城
代
記
録
』
（
二
）
（
大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
〇
七
）
九
九
頁
。
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第
二
章
　
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
譜
代
大
名
の
分
離

　
譜
代
大
名
が
頻
繁
に
転
封
を
命
じ
ら
れ
て
全
国
各
地
を
移
動
し
て
い
た
理
由
と
し
て
、
一
七
世
紀
に
お
け
る
幕
府
官
僚
制
の
特
質
が
挙
げ
ら

れ
る
。
【
史
料
3
】
は
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
二
月
の
記
述
で
あ
る

　
　
　
①

【
史
料
3
】

（
天
和
二
年
二
月
｝
二
霞
条
）

一
、
本
多
申
努
大
輔
殿
（
忠
国
）
奥
州
福
嶋
6
播
州
姫
路
へ
所
替

一
、
土
麗
相
模
守
殿
（
政
直
）
土
浦
冷
駿
州
田
中
へ
所
替

（
同
月
一
五
日
条
）

一
、
戸
田
山
城
守
殿
（
忠
昌
）
、
岩
築
城
主
二
被
　
仰
書
芸
壱
万
石
御
加
増
賜
ル
、
都
合
五
万
五
千
石

（
同
月
～
九
日
条
）

一
、
松
平
因
幡
守
殿
（
信
興
）
、
土
浦
城
主
二
被
　
仰
付
、
上
総
五
千
石
加
増
、
都
合
二
万
二
千
石
、
若
老
中
御
免
、
御
奏
者
役
被
　
仰
付



近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本）

　
ま
ず
天
和
元
年
一
二
月
田
中
藩
主
酒
井
忠
能
改
易
に
と
も
な
っ
て
、
【
史
料
3
】
に
あ
る
よ
う
に
、
翌
年
二
月
一
二
日
に
土
浦
藩
主
土
屋
政

直
が
田
中
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
、
同
月
一
九
日
に
土
浦
に
は
武
蔵
・
下
総
で
～
七
〇
〇
〇
石
を
有
し
て
い
た
松
平
信
興
が
五
〇
〇
〇
石
の
加
増

を
受
け
て
城
持
大
名
と
し
て
入
封
ず
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
松
平
信
興
は
こ
の
転
封
以
前
に
は
藩
と
し
て
伝
わ
ら
な
い
大
名
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
同
月
一
五
日
に
岩
槻
へ
転
封
を
命
じ
ら
れ
た
戸
田
忠
昌
も
同
じ
で
あ
る
。
戸
田
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
所
司
代
と
な
り
上
方
に

領
知
が
宛
行
わ
れ
て
赴
任
し
て
い
た
が
、
天
和
元
年
老
中
に
就
任
し
た
た
め
、
門
史
料
3
】
の
中
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
岩
槻
藩
主
と
な

っ
た
。
戸
田
は
、
延
宝
四
年
一
天
和
元
年
の
所
司
代
就
任
期
間
は
上
方
の
譜
代
大
名
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
藩
と
い
う
形
で
は
伝
わ

　
　
　
　
　
　
②

ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
【
史
料
3
】
の
中
で
田
中
藩
主
と
な
っ
た
土
屋
政
直
が
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
七
月
に
大
坂
城
代
と
な
り
、

元
大
坂
城
代
太
朗
資
次
の
嫡
子
資
直
に
田
中
城
を
明
け
渡
し
て
上
方
へ
新
た
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
戸
田
の
所
司
代
就
任
期
間
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

同
じ
で
あ
り
藩
と
し
て
は
伝
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
土
屋
は
貞
享
四
年
に
老
中
と
な
る
が
、
同
時
に
大
坂
城
代
と
な
っ
た
松
平
信
興
が
そ
の

居
城
土
浦
城
を
新
老
中
の
土
屋
に
明
け
渡
し
て
上
方
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
松
平
信
興
の
大
坂
城
代
・
所
司
代
就
任
郷
国
も

　
　
　
　
④

同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
「
藩
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
は
「
大
坂
城
代
藩
」
と
し
か
憶
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
の
京
都
所
司

代
・
大
坂
城
代
は
、
郡
山
藩
主
ら
上
方
譜
代
大
名
と
同
じ
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
幕
府
官
僚
と
譜
代
大
名
は
い
ま
だ
分
化
し
き
っ
て
い
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
元
禄
一
享
保
期
を
境
に
変
わ
る
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
吉
田
藩
主
小
笠
原
長
庸
は
吉
田
藩
主
の
立
場
の
ま
ま
京
都

所
司
代
へ
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
加
納
藩
主
安
藤
重
行
は
加
納
藩
主
の
立
場
の
ま
ま
大
坂
城
代
に
就
任
し
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
最

終
的
に
切
り
替
わ
る
。
元
禄
…
享
保
期
に
全
国
各
地
の
譜
代
大
名
が
各
藩
主
の
立
場
で
所
司
代
・
城
代
に
就
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
上
方
譜
代

大
名
と
分
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
幕
府
官
僚
と
譜
代
大
名
が
分
化
し
て
い
く
変
化
が
自
然
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
行
っ
た
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
見
て
い
く
。
す
な
わ
ち
幕
府
は
当
該
期
に
知
行
・
課
役
・
領
主
権
の
あ
ら
ゆ
る
制
度
薗
で
、
同
じ
徳
川
家
中
で
あ
る
旗
本
か
ら
最
終
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的
に
分
離
し
て
、
譜
代
大
名
を
外
様
大
名
と
同
じ
藩
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
ず
知
行
面
で
あ
る
が
、
元
禄
七
年
五
月
朔
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
覚
」
に
よ
っ
て
、
一
万
石
以
上
の
大
名
の
加
増
・
転
封
に
際
し
て
、
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
藤
井

譲
治
氏
に
よ
っ
て
同
年
正
月
の
転
封
に
遡
っ
て
適
用
さ
れ
、
柳
澤
吉
保
を
始
め
と
す
る
五
大
名
に
五
月
二
五
日
付
の
領
知
宛
行
状
が
発
給
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
種
村
博
多
氏
は
、
柳
澤
吉
保
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
徳
川
綱
子
の
寵
愛
を
受
け
て
取
り
立
て
ら
れ
加

増
を
受
け
る
大
名
ら
の
存
在
に
注
目
し
て
、
当
該
法
令
が
領
知
宛
行
状
の
大
量
発
給
が
予
想
さ
れ
る
中
で
領
知
判
物
の
権
威
を
維
持
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
両
氏
と
は
異
な
る
点
に
注
目
し
て
、
こ
の
「
覚
」
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
て
み
た

い
。
「
覚
」
で
は
「
壱
万
石
以
上
之
面
々
江
御
加
増
又
ハ
所
替
被
仰
付
候
ハ
・
、
向
後
御
書
出
之
節
、
御
朱
印
志
下
候
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、

種
村
氏
も
こ
の
「
向
後
御
書
出
之
節
」
と
い
う
文
言
に
注
目
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
御
書
出
」
が
旦
ハ
体
的
に
何
を
指
す
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
氏
と
は
異
な
る
位
置
付
け
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
門
史
料
4
】
門
史
料
5
】
は
徳
川
将
軍
が
柳
澤
氏
歴
代
当
主
に
発
給
し
た
文
書
を

同
家
の
家
臣
が
書
き
留
め
た
控
に
写
さ
れ
て
い
る
「
御
書
出
」
で
あ
る
。
【
史
料
4
】
は
天
和
三
年
正
月
＝
日
に
加
増
を
受
け
た
際
に
、
門
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

料
5
】
は
元
禄
五
年
一
一
月
一
四
日
に
加
増
を
受
け
た
際
に
発
給
さ
れ
た
も
の
を
写
し
、
な
お
か
つ
そ
の
経
緯
を
記
述
し
て
い
る
。
な
お
、
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

保
は
元
禄
元
年
｝
一
月
～
二
日
に
一
万
石
を
加
増
さ
れ
て
大
名
に
列
し
て
い
る
。
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【
史
料
4
】

御
頂
戴
之
月
日
不
知

一
、
御
書
出
　
　
　
　
　
　
壱
通

　
　
高
弐
薯
上
総
国
　
蝕
辮
之
内

　
　
　
右
者
天
和
三
亥
年
正
月
十
　
日
弐
百
石
御
加
増
、

【
史
料
5
】

都
合
千
三
拾
石
最
高
二
被
　
仰
出
駕



光
禄
六
丙
年
二
月
十
五
日

　
、
御
書
出

高
三
万
石

右
者
元
禄
五
申
年
一

壱
通

摂
津
国
　
羅
源
離

河
内
国
　
　
　
渋
桝
郡
之
内

和
泉
國
　
錨
郡
瀦

　
　
　
　
　
橘
樹
郡
之
内

武
蔵
国
　
罐
辮
縮

相
模
国
　
欝
製
納

　
　
　
一
月
十
四
日
三
万
石
刷
加
増
、

都
合
六
万
弐
千
三
拾
石
之
高
二
被
　
仰
出
候
、

近世上方幕府直：轄都市と譜代藩（藤本）

　
【
史
料
4
】
の
「
御
書
出
」
は
生
保
が
上
総
国
山
辺
・
武
射
目
で
二
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
た
際
に
、
門
史
料
5
】
は
摂
津
国
豊
嶋
・
川
辺
郡
、

河
内
国
渋
川
郡
、
和
泉
国
大
鳥
・
和
泉
郡
、
武
蔵
国
橘
樹
・
都
筑
・
久
良
岐
郡
、
相
模
国
鎌
倉
・
高
座
郡
で
三
〇
〇
〇
〇
石
を
加
増
さ
れ
た
際

に
発
給
さ
れ
た
「
御
書
出
」
を
写
し
て
い
る
。
こ
の
加
増
を
受
け
て
、
吉
保
は
そ
れ
ぞ
れ
合
計
一
〇
三
〇
石
、
六
二
〇
三
〇
石
と
な
っ
た
。
な

お
【
史
料
4
】
【
史
料
5
】
と
も
に
原
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
柳
沢
文
庫
に
は
、
「
知
行
割
」
と
上
書
さ
れ
た
包
紙
に
包
ま
れ
、
竪
紙
に
石
高
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

国
郡
が
記
述
さ
れ
た
「
御
書
出
」
が
全
部
で
六
通
現
存
し
て
い
る
。
【
史
料
4
】
が
旗
本
時
代
の
、
【
史
料
5
】
が
大
名
に
な
っ
て
以
降
の
「
御

書
出
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
元
禄
七
年
令
の
「
向
後
御
書
出
之
節
」
と
い
う
文
言
は
、
門
史
料
5
】
の
よ
う
に
大
名
に
対
す
る
「
御
書
出
」

を
出
す
場
合
は
、
す
べ
て
一
律
に
朱
印
状
で
発
給
す
る
形
式
に
変
更
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
来
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
御
書
出
」
は
当
時
の
史
料
中
で
も
容
易
に
発
見
で
き
る
。
例
え
ば
同
時
期
の
「
江
戸
幕
府

　
　
　
　
　
　
⑬

日
記
」
の
中
で
は
、
天
和
二
年
六
月
二
九
日
条
「
土
井
能
登
守
（
利
房
）
営
中
召
之
、
領
知
御
書
出
頂
戴
之
」
、
天
和
三
年
一
〇
月
一
〇
日
条
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「
於
御
座
間
、
牧
野
備
後
守
（
成
貞
）
領
知
之
御
書
出
頂
戴
之
」
「
久
世
出
雲
守
（
重
之
）
領
地
之
御
書
出
頂
戴
之
」
と
い
う
よ
う
に
大
名
の
加

増
・
転
封
の
度
に
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
【
史
料
4
】
で
見
た
よ
う
に
旗
本
も
同
じ
で
あ
り
譜
代
大
名
と
区
別
は
な
い
。
【
史
料
6
】
は

貞
享
四
年
一
一
月
一
八
日
に
先
手
山
岡
景
助
が
長
崎
奉
行
に
命
じ
ら
れ
た
際
の
「
江
戸
幕
府
日
記
」
の
記
述
で
あ
る
。
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⑭

【
史
料
6
】

（
貞
享
四
年
二
月
一
八
日
条
）

～
、
同
十
八
日
　
従
昨
日
南
風
烈
巳
上
刻
迄
小
雨
　
御
役
替
被
　
仰
付
之
、
御
先
手
山
岡
十
兵
衛
、
右
御
座
間
江
湖
召
出
之
、
長
崎
奉
行
被
　
仰
付
之
旨

御
直
二
被
　
仰
出
之
、
且
又
御
加
増
五
百
石
被
下
之
、
小
十
人
組
番
頭
北
條
新
左
衛
門
・
洒
丸
留
守
居
牧
童
左
衛
門
、
右
両
人
…
同
御
座
間
江
被
　
召
出

之
、
　
院
附
被
　
仰
付
之
旨
　
御
直
二
被
　
仰
出
機
、
且
又
五
百
石
宛
御
加
増
被
下
之
、
（
後
略
）

　
（
同
年
三
月
七
日
条
）

同
七
日
晴
、
山
岡
十
兵
衛
・
北
條
新
左
衛
門
・
牧
七
左
衛
門
、
先
頃
御
加
増
之
領
知

新
左
衛
門
・
七
左
衛
門
江
被
下
之
、
　
御
黒
印
井
奉
書
是
又
豊
後
守
渡
之
、
（
後
略
）

御
書
出
被
下
之
、
於
御
黒
書
院
溜
阿
部
豊
後
守
渡
日
、
老
中
列
座

　
山
岡
と
同
時
に
加
増
を
受
け
た
他
の
旗
本
も
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
「
御
加
増
之
領
知
　
御
書
出
」
を
発
給
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

同
じ
徳
川
家
中
か
ら
創
出
さ
れ
る
譜
代
大
名
と
旗
本
は
知
行
制
度
の
観
点
か
ら
言
う
と
区
劉
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
元
禄
七
年
令
は
こ
の

「
領
知
之
御
書
出
」
を
、
一
万
石
以
上
の
大
名
に
対
す
る
加
増
・
転
封
の
場
合
は
す
べ
て
～
律
に
朱
印
状
で
発
給
す
る
よ
う
に
変
更
し
て
、
旗

本
と
譜
代
大
名
の
区
別
を
生
み
出
し
、
外
様
・
譜
代
大
名
一
律
の
知
行
宛
行
を
確
立
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
名
軍
役
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
寛
永
～
○
年
（
エ
ハ
三
三
）
の
軍
役
令
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

外
様
・
譜
代
の
区
別
な
く
岡
じ
軍
役
体
系
に
組
み
込
ま
れ
、
城
請
取
の
軍
役
等
は
こ
の
軍
役
令
に
基
づ
い
て
果
た
さ
れ
た
。
従
来
の
研
究
に
お
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い
て
も
元
禄
一
享
保
期
に
軍
役
が
直
接
軍
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
河
川
普
請
等
の
当
該
期
に
拡
大
す
る
行
政
的
諸
課
題
へ
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
し
て
大
名
に
命
じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
定
義
や
賦
課
方
法
が
大
き
く
転
換
し
て
い
く
。
第
一
に
大
名
軍
役
が
火

消
・
河
川
普
請
に
留
ま
ら
ず
、
役
職
就
任
な
ど
ま
で
含
む
形
で
再
定
義
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
役
職
就
任
と
領
知
宛
行
・
転
封

が
切
り
離
さ
れ
、
な
お
か
つ
老
中
・
所
司
代
・
城
代
等
の
役
職
就
任
は
、
大
名
火
消
や
河
川
普
請
と
同
じ
位
置
づ
け
を
も
つ
大
名
課
役
と
し
て

　
　
　
　
　
　
⑰

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
具
体
的
な
事
例
で
見
る
と
、
例
え
ば
淀
・
亀
山
藩
は
膳
所
・
郡
山
藩
と
と
も
に
京
都
大
名
火
消
を
担
当
す
る
藩
で
あ
っ
た

が
、
淀
・
亀
山
両
石
の
藩
主
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
以
降
京
都
大
名
火
消
を
免
除
さ
れ
て
、
寺
社
奉
行
や
老
中
な
ど
定
府
が
必
要
な
役
職

に
就
任
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
上
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
各
地
の
譜
代
大
名
も
ま
た
、
淀
・
亀
山
藩
主
ら
と
同
じ
形

式
で
関
東
や
上
方
に
転
封
す
る
こ
と
な
く
、
老
中
・
所
司
代
・
城
代
等
に
就
任
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
第
｝
の
変
化
と
不
可
分
な
関
係
に
も
あ
る
が
、
所
領
周
辺
の
地
域
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
全
国
各
地
の
火
消
・
治
水
等
に
動
員
さ
れ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
外
様
・
譜
代
の
別
な
く
、
ま
た
地
域
を
限
定
せ
ず
に
全
国
の
大
名
が
石
高
に
基
づ
い
て
賦
課
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
宝
永
四
年
（
｝
七
〇
七
）
の
富
士
山
噴
火
で
あ
り
、
翌
年
被
災
地
域
の
復
旧
の
た
め
岡
山
藩
や
小
倉
藩
ら
が

河
川
凌
に
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
一
旦
停
止
さ
れ
る
も
の
の
、
享
保
二
〇
年
（
　
七
三
五
）
以
降
再
び
開
始

さ
れ
、
全
国
の
大
名
が
関
東
・
東
海
の
河
川
普
請
に
大
規
模
に
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
郡
山
藩
は
京
都
大
名
火
消
を
免
除

さ
れ
て
、
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
、
天
明
元
年
（
一
七
八
～
）
に
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
城
虎
の
門
－
山
下
門
の
堀
凌
の
手
伝
普
請
、
日
光
名
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

命
じ
ら
れ
て
勤
め
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
譜
代
大
名
が
元
禄
－
享
保
期
に
同
じ
徳
川
家
中
と
し
て
創
出
さ
れ
未
分
離
で
あ
っ
た
旗
本
と
区
別
さ
れ
、
外
様
大
名
と
同

じ
藩
と
し
て
細
身
づ
け
ら
れ
全
国
で
定
着
し
て
い
く
。
こ
れ
は
視
点
を
逆
に
す
れ
ば
旗
本
も
同
じ
で
、
譜
代
大
名
と
区
別
さ
れ
つ
つ
、
最
終
的

に
旗
本
独
自
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
元
禄
期
に
地
方
直
し
が
行
わ
れ
、
元
禄
｝
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

1
＝
二
年
に
関
東
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な
知
行
割
替
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
最
後
に
広
範
囲
な
知
行
地
設
定
が
終
わ
る
。
ま
た
領
主
権
に
関
し

157 （157）



て
も
同
じ
で
あ
り
、
一
七
世
紀
末
i
～
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
旗
本
・
譜
代
大
名
と
も
に
再
定
義
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
譜
代

藩
だ
け
を
対
象
と
し
た
法
令
で
は
な
い
も
の
の
、
元
禄
～
○
年
六
月
の
自
分
仕
置
令
に
よ
っ
て
そ
の
権
限
を
確
定
し
、
こ
れ
は
『
御
触
書
寛
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

集
成
駄
に
収
録
さ
れ
、
以
後
法
令
と
し
て
機
能
し
て
い
き
、
ま
た
旗
本
に
対
し
て
は
上
方
で
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
一
領
一
支
配
切
政
策

に
よ
っ
て
、
江
戸
の
指
示
で
、
大
坂
町
奉
行
所
が
処
理
し
て
き
た
一
領
切
の
変
事
を
、
以
後
各
知
行
主
の
責
任
で
処
理
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら

　
　
⑫

で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
譜
代
大
名
が
自
然
に
分
離
し
た
の
で
は
な
く
、
当
該
期
に
幕
府
は
、
そ
の
知
行
・
課
役
・
領
主
権
を

再
定
義
し
つ
つ
、
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
大
名
の
存
在
形
態
・
役
割
・
権
限
を
最
終
的
に
分
離
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
当

該
期
に
全
国
各
地
で
一
斉
に
譜
代
大
名
が
定
着
し
、
な
お
か
つ
関
東
・
上
方
で
幕
府
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
が
分
離
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま

た
所
領
交
代
に
関
す
る
原
則
が
最
終
的
に
確
立
し
、
幕
府
領
・
大
名
領
・
旗
本
領
・
役
知
領
が
固
定
化
す
る
と
と
も
に
、
以
降
は
幕
府
領
と
予

知
領
を
交
互
に
繰
り
返
す
決
ま
っ
た
地
域
だ
け
で
領
主
交
代
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
れ
に
伴
っ
て
城
主
と
城
代
の
性
格
も
明
確
に

分
離
す
る
。
貞
享
元
年
に
元
大
坂
城
代
太
田
資
次
の
嫡
子
資
直
と
田
中
藩
主
土
屋
政
直
の
両
者
が
事
実
上
交
換
転
封
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
七
世
紀
段
階
で
は
城
代
と
城
主
は
同
じ
譜
代
大
名
で
あ
り
交
代
可
能
な
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
形
式
上
譜
代
大
名
が
城
郭
を
与
え
ら
れ
て

い
て
も
、
わ
ず
か
数
年
で
頻
繁
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
城
郭
を
預
け
ら
れ
て
い
る
城
代
と
い
う
性
格
を
払
拭
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
城
郭
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
、
幕
府
直
轄
城
郭
と
譜
代
城
郭
の
両
者
の
性
格
は
完
全
に
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
築
城
時
に
家
康
・
秀
忠
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
幕
府
の
奉
行
が
関
わ
り
、
築
城
自
体
が
幕
府
城
郭
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て

連
動
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
わ
る
。
　
つ
の
共
通
し
た
軍
事
戦
略
の
も
と
で
城
郭
同
士
が
連
動
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
譜
代
大
名
の

居
城
で
あ
る
が
、
幕
府
城
郭
で
も
あ
る
と
い
う
性
格
を
払
拭
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
元
禄
－
享
保
期
に
各
藩
主
が
転
封
す
る
こ
と
な
く
そ
の

居
城
を
有
し
た
ま
ま
上
方
に
赴
任
し
直
轄
城
郭
を
預
か
る
城
代
へ
と
転
換
し
、
同
時
に
各
地
で
城
郭
を
与
え
ら
れ
た
譜
代
大
名
は
ほ
と
ん
ど
交
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代
せ
ず
に
幕
来
維
新
を
迎
え
る
城
主
と
な
り
、
こ
の
両
者
は
分
化
し
て
い
く
。
八
木
氏
が
提
唱
し
た
幕
府
領
國
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
た
上
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
、
当
該
期
を
起
点
に
し
て
、
安
岡
重
明
氏
が
提
噛
し
た
非
領
国
と
し
て
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

①
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

②
『
寛
政
罷
業
諸
家
譜
㎞
戸
田
4
1
一
嵩
。

③
前
掲
拙
稿
③
七
一
一
〇
頁
。

④
『
寛
政
重
爆
諸
家
譜
噛
松
平
信
興
。

⑤
前
掲
横
田
論
文
六
六
頁
。

⑥
　
同
前
、
前
掲
拙
稿
③
第
一
章
。

⑦
「
寄
集
出
留
扁
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
。

⑧
　
藤
井
譲
治
「
領
知
朱
印
改
め
以
外
の
領
知
朱
印
状
発
給
」
（
同
断
徳
川
将
軍
家

　
領
知
宛
行
鱗
の
研
究
幅
（
思
文
単
磁
版
、
二
〇
〇
八
）
）
。

⑨
種
村
威
史
「
領
知
宛
行
制
史
に
お
け
る
元
禄
七
年
令
の
位
澱
」
論
国
文
学
研
究

　
資
料
館
紀
要
　
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
（
六
）
㎞
（
二
〇
一
〇
）
。

⑩
「
御
朱
印
・
御
判
物
・
御
称
号
之
御
黒
印
・
御
一
字
臨
御
黒
印
・
御
系
図
控
」

　
　
（
「
豊
田
家
文
書
」
整
理
番
号
五
〇
五
二
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
。

⑪
同
前
、
『
寛
政
薫
修
諸
家
譜
㎞
柳
澤
吉
保
。

⑫
柳
沢
文
庫
所
蔵
。

⑬
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

⑭
　
同
前
。

⑮
前
掲
藤
井
論
文
。

⑯
笠
谷
和
比
古
「
将
軍
と
大
名
扁
（
前
掲
噸
田
本
の
近
婁
臨
）
、
前
掲
拙
稿
③
、

　
拙
稿
繋
馬
禄
⊥
早
保
期
三
都
に
お
け
る
消
防
制
度
設
立
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
幅
二
〇

　
九
、
エ
○
○
八
、
以
下
前
掲
拙
稿
⑥
）
。

⑰
以
下
幽
該
期
に
関
す
る
大
名
課
役
の
転
換
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲
拙
稿
③
第

　
三
・
四
章
の
分
析
に
よ
る
。

⑱
　
「
幽
蘭
台
年
録
」
宝
暦
　
二
年
六
月
一
五
日
条
、
「
附
記
偏
天
明
元
年
＝
一
月

　
＝
｝
日
条
（
柳
沢
文
庫
所
蔵
）
。

⑲
所
理
喜
夫
「
「
元
禄
検
地
縣
と
「
元
禄
地
方
慨
し
」
の
意
義
」
（
『
徳
摺
将
軍
権

　
力
の
構
造
幅
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
）
初
出
は
一
九
六
四
）
等
参
照
。

⑳
小
倉
宗
瑚
江
戸
幕
府
上
方
支
配
の
原
理
と
そ
の
転
換
i
元
禄
四
年
奉
行

　
班
・
地
方
の
分
離
政
策
と
明
和
七
年
大
坂
町
奉
行
支
配
国
改
革
を
空
心
に
一
」

　
（
二
〇
〇
五
年
ご
一
月
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会
報
告
、
報
告
・
討
論
要
旨
は

　
『
日
本
史
研
究
㎏
五
二
五
号
（
二
〇
〇
六
）
に
掲
載
）
も
間
様
の
指
摘
を
行
っ
て

　
い
る
。

⑳
　
平
松
義
郎
「
旗
本
の
刑
濁
権
」
論
法
制
史
研
究
嚇
九
、
｛
九
五
九
）
、
塚
本
学

　
「
幕
藩
関
係
か
ら
み
た
生
類
鎮
み
政
策
」
（
『
徳
用
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
㎞
昭

　
和
五
四
年
度
（
一
九
八
○
）
）
、
藤
井
譲
治
「
元
禄
宝
永
期
の
幕
令
t
「
仰
出
之

　
留
」
を
素
材
に
一
」
（
同
『
幕
藩
領
主
の
権
力
構
造
』
（
岩
波
轡
店
、
二
〇
〇

　
二
）
、
初
畠
は
～
九
七
六
）
二
二
二
一
二
二
五
頁
。

⑫
　
熊
谷
光
子
門
大
坂
町
奉
行
所
へ
の
諸
届
と
「
黙
々
」
レ
（
『
日
本
史
研
究
晒
四
二

　
一
、
一
九
九
七
）
、
同
「
畿
内
・
近
国
の
旗
本
知
行
所
と
在
地
代
官
」
（
『
日
本
史

　
研
究
』
四
二
八
、
　
一
九
九
八
）
。

⑬
　
安
岡
重
明
「
近
畿
に
お
け
る
封
建
支
配
の
性
格
－
非
領
国
に
関
す
る
覚
書

　
一
幅
（
同
隅
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論
』
（
大
阪
大
学
経
済
学
部
社
会
経
済
研
究

　
室
、
一
九
五
九
）
、
初
出
は
一
九
五
八
）
。
な
お
大
宮
氏
も
こ
の
元
禄
期
に
「
非
領

　
国
」
の
端
緒
が
あ
る
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
（
前
掲
大
宮
著
）
。
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第
三
章
　
軍
事
戦
略
の
転
換

　
前
章
で
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
譜
代
大
名
の
存
在
形
態
・
役
割
が
最
終
的
に
分
離
し
た
こ
と
を
見
た
が
、
重
要
な
の
は
、
た
だ
分
離
し
た
の
で

は
な
く
、
分
離
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
権
限
が
制
度
化
さ
れ
て
幕
藩
領
主
全
体
で
分
業
関
係
を
形
成
し
、
上
方
に
お
い
て

立
体
的
な
支
配
構
造
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
上
方
の
軍
事
態
勢
に
注
目
す
る
と
、
大
名
間
で
は
い
ず
れ
の
大
名
が
有
事

の
際
に
ど
こ
の
直
轄
都
市
へ
出
動
す
る
か
、
そ
の
管
轄
・
担
当
が
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
制
度
化
さ
れ
て
い
く
。
京
都
は
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）
に
郡
山
・
膳
所
・
淀
・
亀
山
四
藩
が
担
当
す
る
形
で
確
立
し
、
奈
良
・
伏
見
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
す
る
郡
山
藩
・
淀
藩
が
出
動
す
る
こ
と

　
　
　
①

に
な
っ
た
。
な
お
当
該
期
に
幕
藩
関
係
や
藩
内
部
で
も
制
度
化
さ
れ
て
い
く
譜
代
藩
に
よ
る
直
轄
都
市
へ
の
出
動
は
、
直
接
軍
事
を
際
的
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
火
消
や
治
安
維
持
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
の
～
環
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
津
の
火

災
に
際
し
て
は
隣
接
す
る
膳
所
藩
が
担
当
し
た
。
一
九
世
紀
初
頭
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
膳
所
藩
士
が
残
し
た
文
書
の
中
に
、
「
京
石
山

大
津
駆
合
心
得
覚
」
と
い
う
史
料
が
存
在
し
、
膳
所
藩
が
京
都
以
外
に
も
出
動
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
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②

【
史
料
7
】

　
　
大
津
出
火
之
節
心
得
伺
書
覚

～
、
北
ハ
尾
花
川
橋
限

一
、
洒
ハ
八
町
黒
門
限

一
、
右
之
場
所
出
火
之
第
ハ
、
石
原
庄
三
郎
様
江
御
使
者
相
勤
可
申
哉

一
、
右
場
所
外
者
駈
付
之
上
、
出
役
人
江
出
会
仕
候
而
巳
二
重
、
御
使
者
粗
暴
候
二
及
不
二
露
里

一
、
円
満
院
様
・
三
井
寺
一
山
江
者
、
御
領
之
有
無
二
不
抱
大
抵
五
六
町
程
之
内
二
候
者
、
御
使
者
相
勤
領
脚
候
哉



　
御
附
紙
、
右
五
六
丁
外
二
而
茂
格
別
大
火
二
幅
候
勲
、
風
並
等
悪
敷
候
者
見
斗
二
二
、
御
使
者
相
勤
可
然
候
哉

、
山
上
村
出
火
之
節
前
家
続
二
極
ハ
無
御
座
三
皇
共
、
宮
様
拝
三
井
寺
御
近
辺
豊
幡
御
座
豪
者
、
駆
付
井
御
使
者
相
勤
可
申
候
哉

、
都
而
駆
付
至
上
、
聯
之
義
二
而
早
速
消
火
二
及
候
画
論
儀
二
御
座
漁
者
、
何
方
江
も
御
使
者
相
勤
申
間
古
曲
哉
、
但
し
御
宅
方
様
方
格
別
御
近
辺
之
義

　
二
御
座
候
ハ
・
、
其
節
見
斗
相
勤
可
・
申
候
哉

　
御
附
紙
、
及
消
火
出
役
人
引
取
前
盛
江
駈
付
候
ハ
・
、
所
之
者
江
駈
付
候
段
申
述
、
手
札
差
出
し
引
取
可
脈
動

一
、
円
満
院
様
江
御
使
者
御
者
頭
相
勤
、
三
井
寺
へ
山
・
石
原
庄
三
郎
様
江
者
、
御
盾
奉
行
相
勤
垂
心
得
二
強
拍
電
算

近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本）

　
出
動
人
数
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
膳
所
藩
は
京
都
の
み
な
ら
ず
大
津
出
火
の
際
に
も
出
動
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
史
料
に
よ

っ
て
膳
所
藩
に
よ
る
大
津
へ
の
出
動
の
具
体
像
が
分
か
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
伺
書
覚
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
す
べ
て
伺
の
形
式
で
記
述
さ

れ
、
返
答
は
残
念
な
が
ら
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
「
北
側
尾
花
川
橋
限
し
「
西
三
八
町
黒
門
限
」
に
つ
い
て
は
大
津
代
官
石
原
庄
三
郎

（
寛
政
七
（
　
七
九
五
）
一
文
政
四
（
一
八
二
　
）
）
へ
使
者
を
送
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
以
外
の
場
所
は
出
動
し
て
も
代
官
所
よ
り
出
動
し
て
き
た

手
代
へ
の
報
告
だ
け
で
よ
い
か
ど
う
か
尋
ね
て
い
る
。
大
津
代
官
所
周
辺
を
基
本
的
な
出
動
対
象
と
し
て
代
官
自
身
へ
の
報
告
が
必
要
か
ど
う

か
尋
ね
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
出
動
規
定
に
加
え
て
「
石
山
駈
合
先
駈
心
得
心
事
」
と
い
う
規
定
も
存
在
し
、
膳
所
藩

は
石
山
寿
へ
も
出
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
規
定
に
は
「
元
文
三
年
2
七
三
八
　
　
注
筆
者
）
七
月
定
」
と
記
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
津
に
も
こ
の
頃
に
出
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
岩
城
氏
は
尼
崎
藩
が
大
坂
へ
、
岸
和
田
藩
が
堺
へ
出
動
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
出
動
は
直
轄
都
市
と
隣
接
す
る
譜
代

藩
の
関
係
と
し
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
淀
藩
は
伏
兇
が
大
火
の
場
合
に
限
っ
て
出
動
す
る
と
い
う
よ
う

に
そ
の
役
割
は
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
一
旦
廃
止
さ
れ
た
伏
見
奉
行
が
岡
＝
年
に
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
軍
事
的
防
衛
を
も
担
当
す
る
役
職
と
し
て
復
活
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
官
僚
と
大
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
別
々
で
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は
な
く
、
連
関
し
な
が
ら
当
該
期
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
京
都
大
名
火
消
に
関
し
て
も
、
当
初
は
所
司
代
が
勤
め

て
い
た
火
番
を
周
辺
の
大
名
が
担
当
す
る
火
消
制
度
と
し
て
設
立
し
、
一
方
こ
れ
ら
大
名
に
対
す
る
指
揮
権
を
所
司
代
の
み
な
ら
ず
旗
本
役
で

あ
る
京
都
町
奉
行
・
禁
裏
附
・
上
方
目
付
な
ど
の
幕
府
官
僚
が
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
の
大
名
も
所
司
代
・
町
奉
行
ら
幕
府
官
僚
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

揮
監
督
下
に
一
律
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
に
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
譜
代
大
名
が
分
離
し
て
、
幕
府
官
僚
問
で
は
権
限
・
役
捌
が
明
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
て
機
構
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
大
名
問
で
は
、
こ
の
幕
府
官
僚
の
指
揮
監
督
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
軍
役
が
制
度
化
・
固
定
化
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
重
要
な
点
は
、
右
の
よ
う
に
当
該
期
に
行
わ
れ
た
上
方
支
配
の
再
編
は
、
全
国
支
配
再
編
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者

が
不
可
分
の
も
の
と
し
て
連
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
再
編
の
そ
も
そ
も
の
契
機
・
発
端
は
、
幕
府
が
西
国
有
事
に
備
え
た
前

衛
と
し
て
上
方
を
、
後
衛
と
し
て
関
東
を
位
置
づ
け
る
軍
事
戦
略
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
、
こ
の
転
換
に
よ
っ
て
関
東
・
上
方
両
地
域
の
差
異
・

相
違
が
解
消
さ
れ
、
全
国
各
地
が
均
質
化
し
て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
上
方
に
即
し
て
具
体
的
に
見
る
と
、
一
七
世
紀
に
は
関
東
と
は
異
な
る

性
格
を
持
つ
譜
代
大
名
が
重
点
的
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
ら
譜
代
大
名
が
西
国
有
事
に
備
え
て
協
働
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
軍
事
戦
略
が
転
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
地
域
の
譜
代
大
名
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
分
業
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
つ
が
大
坂
城
を
中
心
に
し

て
従
来
の
西
国
支
配
の
軍
事
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
て
い
く
グ
ル
ー
プ
で
、
そ
の
後
も
役
職
就
任
し
な
い
姫
路
・
郡
山
・
岸
和
田
・
膳

所
藩
主
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
、
以
降
も
定
府
せ
ず
に
上
方
支
配
に
深
く
関
与
す
る
。
も
う
～
つ
が
淀
・
亀
山
・
篠
山
藩
主
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
り
、
当
該
期
以
降
上
方
支
配
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
老
高
等
に
就
任
し
て
定
府
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
支
配
に
深
く
関
与
す
る
。

　
そ
し
て
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
が
こ
れ
は
上
方
だ
け
で
な
く
全
国
各
地
も
同
じ
変
化
が
あ
り
、
譜
代
大
名
は
転
封
す
る
こ
と
な
く
老
中
・
所

司
代
・
城
代
に
就
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
の
権
限
お
よ
び
昇
進
ル
ー
ト
が
明
確
に
整
備
さ
れ
な
が
ら
全
国
を
覆
う
形
で
幕
府

官
僚
制
機
構
が
最
終
的
に
確
立
し
て
い
く
。
さ
ら
に
譜
代
大
名
に
限
ら
ず
、
外
様
大
名
も
が
関
東
・
東
海
の
河
川
普
請
に
動
員
さ
れ
、
大
名
と

地
域
、
大
名
と
国
家
の
関
係
が
大
き
く
転
換
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
も
な
る
が
、
全
国
各
地
に
お
い
て
上
方
で
見
ら
れ
る
も
の
と
類
似
の
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分
業
関
係
が
検
出
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
江
戸
を
視
点
に
し
て
位
置
づ
け
て
み
る
と
、
江
戸
と
上
方
、
さ
ら
に
は
江
戸
と
全
国
各

地
が
結
合
し
な
が
ら
幕
藩
領
主
全
体
で
分
業
関
係
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
事
に
向
け
ら
れ
て
い
た
労
力
・
負

担
は
、
地
域
差
を
解
消
し
な
が
ら
幕
府
を
中
心
と
し
た
国
家
的
規
模
で
の
安
定
的
・
効
率
的
な
支
配
構
造
の
形
成
と
維
持
に
振
り
向
け
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
右
の
よ
う
な
変
化
は
幕
藩
領
主
問
の
み
で
留
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、
権
力
と
社
会
の
関
係
上
で
も
新
し
い
状
況
を
生
み
出
し
て
い
く
。

領
主
が
担
う
役
割
が
そ
の
ま
ま
領
民
へ
の
負
担
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
膳
所
藩
で
は
享
保
七
年
三
月
二
七
日
に
「
樽
詰
御
非
番
月
、

京
駈
合
人
足
五
拾
八
人
申
付
」
と
あ
り
、
具
体
的
に
は
別
保
村
七
人
、
北
大
路
村
六
人
、
国
分
村
六
人
、
鳥
居
川
村
五
人
、
橋
本
村
五
人
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

領
村
三
人
置
大
江
村
一
〇
人
、
大
風
村
七
人
、
新
浜
村
三
人
、
矢
橋
村
六
人
と
い
う
具
合
に
負
担
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
郡
山
藩
で
は
、

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
京
都
大
火
に
際
し
て
は
、
領
内
の
村
の
宮
座
日
記
に
、
「
松
平
甲
斐
守
隠
避
火
消
二
御
出
被
遊
候
而
諸
人
足
等
殊
之

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

外
多
罷
申
候
」
と
あ
り
、
領
内
に
負
担
が
懸
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
近
世
の
軍
隊
の
特
徴
と
し
て
多
数
の
人
夫
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
領

内
の
町
・
村
に
多
大
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
名
の
役
割
が
制
度
化
・
固
定
化
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
そ
の
所
領
の
領
民
が

負
担
す
る
役
も
制
度
化
し
固
定
化
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
れ
は
大
名
領
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
所
領
で
も
同
じ
で
あ
り
、
例
え
ば
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

轄
城
郭
で
あ
る
大
坂
城
・
二
条
城
の
維
持
・
修
復
の
負
担
が
幕
府
領
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
右
の
点
と
も
関
わ
る
が
、
上
方
で
は
幕
府
の
出
先
機
関
で
あ
る
京
都
・
大
坂
町
奉
行
所
等
が
、
幕
府
領
・
大
名
領
・
旗
本
領
・
禁
裏

御
料
・
公
家
領
・
寺
社
領
を
問
わ
ず
直
接
負
担
を
課
し
て
い
く
、
と
い
う
新
し
い
状
況
も
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
右
の
よ
う
に
大
名

が
幕
府
直
轄
都
市
な
ど
の
領
外
に
出
動
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
郡
山
藩
ら
京
都
周
辺
の
諸

藩
が
京
都
と
政
治
・
経
済
等
の
面
で
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
京
都
大
名
火
消
と
い
う
形
で
、
藩
士
・
領
民

に
著
し
い
負
担
を
伴
い
な
が
ら
、
そ
の
治
安
維
持
・
防
災
等
を
日
常
的
に
担
当
す
る
と
い
う
の
は
、
受
益
と
負
担
の
関
係
が
著
し
く
乖
離
し
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
を
新
た
に
生
じ
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
方
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
の
所
領
や
地
域
と
は
関
係
が
薄
い
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に
も
か
か
わ
ら
ず
命
じ
ら
れ
る
関
東
・
東
海
地
域
の
河
川
普
請
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
幕
府
は
受
益
と
負
担
の
関
係
を
再
定
義
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
享
保
期
に
綱
吉
政
権
宋
期
の
政
策
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
統
～
権
力
と
し
て
の
性
格
・
役
割
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
道
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
程
度
の
解
決
が
図
ら
れ
る
。
幕
府
は
大
名
軍
役
を
削
減
し
つ
つ
、
江
戸
・
京
都
等
の
各
都
市
で
都
市
居
住
者
に
負
担
を
求
め
る
町
火
消
制
度

化
を
行
い
、
村
落
に
は
同
五
年
幕
府
が
費
用
の
一
〇
分
の
一
を
負
担
し
、
残
余
を
国
役
と
し
て
百
姓
に
賦
課
す
る
国
役
普
請
の
制
度
化
を
行
う
。

こ
の
際
例
え
ば
京
都
の
町
火
消
制
度
化
で
は
従
来
諸
役
免
除
で
あ
っ
た
朝
廷
関
係
の
役
を
勤
め
る
町
人
や
寺
社
の
境
内
門
前
ま
で
賦
課
し
た
た

め
、
嘆
願
が
各
所
か
ら
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
制
度
化
以
降
も
妙
法
院
な
ど
の
有
力
寺
社
は
幕
府
の
命
令
に
実
際
は
従
わ
ず
、
独
自
性
を
維
持

し
よ
う
と
し
続
け
る
。
こ
れ
は
国
役
普
請
制
度
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
畿
内
に
お
い
て
は
享
保
七
年
に
制
度
化
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
添
下

郡
の
春
日
社
・
興
福
寺
領
の
三
〇
ヵ
村
は
、
「
此
度
城
州
・
河
州
・
摂
州
大
川
筋
御
普
請
御
入
用
金
、
五
畿
内
へ
割
譜
無
為
仰
付
鼻
趣
文
御
触

書
謹
而
奉
拝
上
値
、
然
処
二
春
日
神
領
興
福
寺
下
之
儀
ハ
往
古
冷
温
和
国
中
村
東
之
掛
リ
物
事
一
切
掛
リ
不
申
候
」
と
春
日
社
・
興
福
寺
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

殊
な
用
を
勤
め
る
こ
と
を
理
由
に
国
役
普
請
制
度
の
免
除
を
願
っ
て
お
り
、
以
降
も
各
地
で
免
除
闘
争
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
元
禄
期
か
ら
幕
藩
領
主
間
で
そ
の
役
豊
年
の
制
度
化
が
始
ま
る
が
、
そ
れ
は
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ
、
享
保
期
に
町
・
村
を

巻
き
込
み
つ
つ
、
そ
の
役
割
・
負
担
が
制
度
化
・
固
定
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
以
前
と
は
異
な
り
、
幕
府
が
統
一
権
力
と
し
て

の
性
格
・
役
割
を
拡
大
さ
せ
て
強
制
力
を
以
て
社
会
に
介
入
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、
当
該
期
の
社
会
が
そ
う
し
た
権
力
を
不
可
欠

と
す
る
歴
史
段
階
で
も
あ
っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
各
都
市
・
所
領
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
上
方
全
体
で
様
々
な
負
担
と

結
び
つ
い
て
複
雑
に
絡
み
合
い
な
が
ら
定
着
し
て
い
く
こ
と
な
っ
た
点
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
幕
府
領
・
旗
本
領
・
大
名
領
が

分
離
し
定
着
し
た
こ
と
を
見
た
が
、
負
担
を
含
め
つ
つ
定
着
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
度
は
所
領
交
代
が
困
難
に
な
り
始
め
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
降
、
こ
の
元
禄
－
享
保
期
に
確
立
し
た
所
領
構
成
や
負
担
の
あ
り
方
を
基
礎
と
し
な
が
ら
行
政
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
各
藩
の
役
割
も
当
該
期
に
出
来
上
が
っ
た
出
動
態
勢
・
任
務
を
基
礎
に
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
一
八
世
紀
後
半
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の
状
態
を
郡
山
藩
に
よ
る
大
坂
へ
の
出
動
を
事
例
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
大
塩
の
乱
に
お
い
て
、
す
で
に
尼
崎
・
岸
和
田
藩
だ
け
で
な
く
、
篠
山
・
姫
路
・
郡
山
・
亀
山
品
等
が
出
動
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
動
過
程
に
関
し
て
は
未
だ
不
明
な
点
も
多
い
。
郡
山
藩
に
関
し
て
も
、
現
段
階
で
は
状
況

証
拠
や
部
分
的
な
説
明
に
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
大
坂
へ
出
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ま
ず
寛
政
五
年
（
　
七
九
三
）
の
年
紀
を
持
つ
「
大
坂
出
火
申
合
帳
」
で
そ
の
出
動
に
関
す
る
基
本
的
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
史
料

は
郡
山
藩
が
大
坂
へ
出
動
す
る
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
た
る
。
こ
の
留
の
中
で
聖
上
を
述
べ
る
相
手
と
し
て
、
「
両
町
奉
行
小
田
切
土
佐
守

（
直
年
）
・
松
平
石
見
守
（
貴
弘
）
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
両
名
が
大
坂
町
奉
行
在
職
中
の
天
明
七
年
（
～
七
八
七
）
1
寛
政
二
年
の
状
況

を
記
録
し
た
そ
の
写
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
史
料
で
あ
り
、
こ
の
期
間
に
幕
府
の
大
坂
役
人
と
郡
山
藩
と
の
問
で
成
立
し
た
協
定
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
ず
大
坂
出
火
の
際
は
、
「
大
和
田
屋
善
兵
衛
よ
り
注
進
有
之
」
場
合
、
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
和
田
屋
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

兵
衛
は
幕
府
領
の
用
達
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
郡
山
藩
の
用
達
も
兼
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
派
遣
さ
れ

た
使
者
は
、
大
坂
城
代
・
定
番
・
加
番
・
大
番
頭
・
町
奉
行
・
上
方
目
付
に
口
上
を
述
べ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
城
代
に
対
し
て
は
、

「
倉
銀
（
暗
）
峠
迄
、
火
消
人
数
差
出
遣
候
、
御
用
之
儀
も
御
座
候
は
、
被
仰
付
為
様
存
掘
削
と
そ
の
指
示
を
仰
ぐ
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
此
御
口
上
、
御
城
代
計
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
山
藩
出
動
の
権
限
は
大
坂
城
代
が
掌
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
出
動
し
た
火
消

部
隊
は
、
門
倉
銀
峠
二
踏
留
罷
在
、
御
使
者
番
よ
り
大
坂
愚
母
乗
込
候
様
、
案
内
有
之
候
は
、
早
々
罷
越
可
申
候
」
と
暗
峠
で
待
機
し
、
派
遣

し
た
使
者
が
大
坂
城
代
か
ら
の
出
動
要
請
を
伝
達
次
第
、
大
坂
へ
入
る
。
暗
峠
は
、
大
坂
と
奈
良
を
ほ
ぼ
直
線
的
に
結
ん
だ
最
短
距
離
の
ル
ー

ト
で
、
郡
山
藩
の
管
理
に
よ
っ
て
宿
場
的
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
以
上
が
、
大
坂
出
動
に
関
し
て
郡
山
藩
が
大
坂
城
章
動
の
幕
府
役
人
と
取
り
決
め
た
協
定
で
あ
る
が
、
実
際
に
機
能
し
た
の
が
す
で
に
触
れ

た
大
塩
の
乱
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
動
過
程
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
以
下
の
史
料
か
ら
分
か
る
。
｛
史
料
8
】
は
大
塩
の
心
後
の
褒
賞

の
記
録
で
あ
る
。
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⑯

門
史
料
8
】

松
平
讃
岐
守

松
平
甲
斐
守

岡
部
内
膳
正

（
頼
恕
・
高
松
藩
主
）

（
柳
澤
保
泰
・
郡
山
藩
主
）

（
長
和
・
岸
和
田
藩
主
）
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右
、
讃
岐
守
ハ
蔵
並
敷
6
人
数
差
出
、
大
坂
御
城
迄
手
先
相
固
、
甲
斐
守
ハ
倉
銀
蘭
迄
人
数
差
出
候
上
、
御
城
代
差
豊
漁
随
ひ
、
右
追
手
先
相
固
、
内
膳
正

ハ
早
速
人
数
差
出
、
二
番
手
人
数
も
途
中
迄
差
出
候
由
二
有
之
、
右
夫
々
手
当
行
届
候
段
ハ
無
相
違
相
聞
候
西
海
、
賊
徒
共
と
手
合
い
た
し
候
儀
も
無
之
上

阪
、
讃
岐
守
・
内
膳
正
ハ
先
達
而
御
賞
詞
有
之
候
儀
二
野
、
以
上
別
段
之
御
沙
汰
ニ
ハ
お
よ
ひ
申
間
敷
、
甲
斐
守
儀
ハ
大
坂
表
二
屋
敷
無
之
、
御
賞
之
趣
達

洩
候
曲
二
付
、
右
ハ
今
般
諸
家
江
御
賞
詞
被
下
候
御
振
合
を
以
、
御
当
地
お
み
て
御
賞
誉
有
之
可
勧
降
二
奉
存
候

　
傍
線
部
で
は
暗
峠
ま
で
出
動
し
て
待
機
し
、
城
代
の
指
示
を
受
け
て
大
坂
城
追
手
門
に
詰
め
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ

て
き
た
協
定
の
内
容
と
～
致
す
る
。
郡
山
藩
を
事
例
に
そ
の
役
割
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
京
都
・
奈
良
へ
の
出
動
の
よ
う
に
将
軍
か
ら
命
じ

ら
れ
た
役
割
、
第
二
に
大
坂
へ
の
出
動
の
よ
う
に
あ
る
時
点
で
現
地
役
人
と
の
間
で
事
前
協
定
を
作
成
し
て
担
う
役
割
、
第
一
二
に
所
司
代
・
城

代
か
ら
臨
時
に
要
請
を
受
け
て
出
動
す
る
役
割
程
度
に
は
区
別
で
き
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
上
方
幕
府
直
轄
都
市
の
軍
事
的
防
衛
は

こ
れ
ら
周
辺
諸
藩
に
よ
る
出
動
が
重
層
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
幕
府
直
轄
都
市
は
、
幕
府
役
人
・
直
轄

軍
だ
け
で
は
支
配
が
成
り
立
た
ず
、
こ
う
し
た
大
名
の
存
在
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
状
態
で
あ
り
、
一
八
世
紀
半
ば
よ
り
そ
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

済
政
策
に
お
い
て
幕
府
と
藩
の
両
者
は
衝
突
し
始
め
る
も
の
の
、
幕
府
は
か
つ
て
の
よ
う
に
簡
単
に
転
封
・
領
知
替
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
く
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

①
　
前
掲
拙
稿
①
②
、
拙
稿
「
淀
藩
出
動
と
石
清
水
八
幡
宮
の
領
主
権
一
火
災
時

　
に
お
け
る
対
応
」
（
『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
勲
認
四
「
八
幡
地
域
の
古
文

　
書
・
石
造
物
・
景
観
」
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
、
二
〇
一
一
）
）
。

②
「
高
橋
正
孝
家
文
書
」
。
大
津
市
歴
史
博
物
館
架
蔵
紙
焼
資
料
を
使
用
し
た
。
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③
　
前
掲
岩
城
論
文
①
。

④
前
掲
村
田
論
文
。

⑤
荊
掲
拙
稿
③
第
三
章
。

⑥
小
倉
宗
廟
江
戸
幕
府
上
方
支
配
機
構
の
研
究
輪
（
塙
書
房
、
二
〇
｝
一
）
。

⑦
朝
尾
直
弘
氏
が
～
八
世
紀
初
頭
に
軍
役
崩
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
大
規

　
模
な
身
分
移
動
が
起
き
、
「
身
分
的
中
間
層
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
明
ら

　
か
に
し
て
い
る
（
コ
八
世
紀
の
社
会
変
動
と
身
分
的
中
闘
層
」
（
『
日
本
の
近
世

　
一
〇
　
近
代
へ
の
胎
動
㎞
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
）
）
。

⑧
噸
膳
所
藩
郡
方
日
記
』
五
（
膳
所
藩
史
料
を
読
む
会
、
～
九
九
三
）
四
六
頁
。

⑨
　
　
『
西
矢
田
宮
座
年
代
記
』
（
柳
沢
文
庫
古
文
書
ク
ラ
ブ
、
二
〇
一
一
）
五
三
頁
。

⑩
村
田
路
人
「
大
坂
城
・
蔵
修
復
役
と
支
配
の
枠
組
み
一
（
前
掲
村
田
著
、
初
出

　
は
】
九
九
三
）
、
『
安
堵
町
史
㎞
史
料
編
上
（
安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九

　
〇
）
　
一
一
〇
1
一
＝
二
頁
。

⑪
前
掲
拙
稿
⑥
。

⑫
『
大
和
郡
山
市
史
㎞
史
料
編
（
柳
沢
文
庫
専
門
委
員
会
、
【
九
六
六
）
三
三
二

　
頁
。

⑬
内
田
九
州
男
「
大
塩
事
件
と
大
坂
城
代
」
（
開
大
塩
研
究
幽
｝
三
、
一
九
八
二
）
、

第
四
章
　
大
名
領
国
と
城
下
町

　
前
掲
岩
城
論
文
①
。

⑭
「
豊
田
家
文
書
」
整
理
番
号
三
三
五
五
（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
。

　
な
お
原
文
書
は
虫
損
が
激
し
く
部
分
的
に
し
か
開
披
で
き
な
い
が
、
開
披
で
き
る

　
箇
所
は
「
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉
嵐
火
之
節
申
合
帳
」
（
『
公
儀
勤
方
集
』
柳

　
沢
史
料
集
成
五
（
柳
沢
文
庫
保
存
会
、
一
九
九
六
）
の
大
坂
出
火
の
際
の
記
述
と

　
一
致
す
る
。
こ
の
た
め
、
「
京
都
・
南
都
・
大
坂
・
小
泉
出
火
之
節
申
合
帳
」
は

　
京
都
・
奈
良
・
大
坂
・
小
泉
へ
の
出
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
冊
に
ま
と
め
直
し
た

　
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
本
史
料
を
使
用
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
し

　
た
。

⑮
備
中
国
倉
敷
代
官
所
に
よ
る
幕
領
支
配
を
分
析
し
た
山
本
太
郎
氏
が
、
天
開
一

　
寛
政
期
に
お
け
る
大
坂
用
達
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
同

　
咽
近
世
幕
府
領
支
配
と
地
域
社
会
構
造
…
備
中
国
倉
敷
代
官
役
所
管
下
幕
府
領
の

　
研
究
－
触
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
）
第
二
章
第
へ
節
）

⑯
国
立
史
料
館
編
『
大
塩
平
八
郎
一
件
書
留
舳
（
東
京
大
学
繊
版
会
、
一
九
八
七
）

　
三
三
〇
頁
。

⑰
前
掲
岩
城
論
文
②
。

　
幕
藩
関
係
や
周
辺
地
域
と
の
関
係
に
注
目
し
て
譜
代
大
名
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
見
た
が
、
本
章
で
は
領
主
・
領
民
関
係
に
お
い
て
も
一

八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
譜
代
藩
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
村
田
氏
が
大
坂
に
お
い
て
用
聞
と
呼
ば
れ
る
役
請
負
人
の
存
在
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
兵
農
分
離
し
た
近
世
社
会
に
お
い
て
は
領
主
が
住
む
都
市
と
所
領
の
村
々
を
つ
な
ぐ

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
普
遍
的
に
発
見
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
山
城
下
に
お
い
て
も
近
世
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
本
章
で
は
こ
の
役
請
負
人
が
、
前
章
で
確
認
し
た
郡
山
藩
が
直
轄
都
市
へ
出
動
し
て
い
く
役
割
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
中
で
、
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饗
　
　
炉
　
　
　
、
．
、
，
　
　
　
　
　
　
　
藩
政
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
へ
と
定
着
し
て
い
く
様
相
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
各
都
市
で

鶏
舞
　
　
　
　
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
領
王
支
配
と
前
々
を
つ
な
ぐ
・
う
し
た
町
人
た
ち
は
・
用
聞
畏
野
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
1
】
は
、
郡
山
藩
大
庄
屋
の
家
に
残
さ
れ
た
横
帳
の
表
紙
右
下
に
押
さ
れ
た
印
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
家
に
は
、
本
史
料
の
よ
う
に
大
庄
屋
寄
合
な
ど
に
懸
か
っ
た
費
用
を
書
き
上
げ
、
同
様
の
印
が
押

さ
れ
た
勘
定
帳
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
印
に
は
「
柳
町
一
丁
目
／
御
免
上
宿
／
信
州
屋
喜
兵
衛
」
と
あ
る
が
、
「
御
免
郷
宿
」
は
藩
公
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
郷
宿
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
郡
山
城
下
の
柳
町
一
丁
目
周
辺
は
「
城
ノ
ロ
」
と
も
呼
ば
れ
る
郡
山
城
の
玄
関
口
に
あ
た
る
。
こ
の
郷
宿

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
化
＝
二
年
（
一
八
＝
ハ
）
の
結
崎
村
在
住
の
大
庄
屋
の
日
記
に
は
正
月
に
「
柳
町
壱
丁
目
、
大
庄
屋
詰
切
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

廻
り
状
廿
日
受
取
」
と
大
庄
屋
が
同
町
で
参
会
し
た
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
柳
町
一
丁
目
の
下
宿
に
領
内
か
ら
大
庄

屋
が
集
ま
り
寄
合
を
開
き
、
こ
の
寄
合
に
懸
か
っ
た
費
用
が
勘
定
帳
と
し
て
作
成
さ
れ
、
【
写
真
1
】
の
よ
う
な
郷
宿
の
印
が
押
さ
れ
て
残
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
町
の
町
法
で
あ
る
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
作
成
の
「
永
代
定
」
で
は
、
鍛
冶
職
人
な
ど
と
と
も
に

宿
屋
へ
の
家
屋
敷
売
買
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
補
足
条
項
に
「
但
、
椿
堂
輪
軸
苦
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
藩
公
認
で
は
な
い
も

の
も
含
め
て
複
数
の
郷
宿
が
営
業
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
城
ノ
ロ
」
で
あ
る
同
町
に
郷
宿
が
集
住
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
坂
城
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

手
門
そ
ば
の
谷
町
な
ど
に
郷
宿
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
類
似
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
こ
の
郷
宿
の
具
体
的
な
仕
事
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
領
内
の
学
堂
村
茂
平
次
・
冨
本
村
彦
兵
衛
が
作
成
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

水
車
油
稼
嘆
願
に
関
す
る
「
乍
恐
群
言
口
上
書
」
で
は
、
「
私
共
両
人
共
郡
山
町
宿
屋
小
泉
屋
又
五
郎
方
江
御
預
ケ
被
管
付
、
依
之
私
共
両
人

外
二
付
添
人
両
人
井
伴
堂
村
大
庄
屋
長
兵
衛
、
但
馬
村
大
庄
屋
甚
四
郎
共
郷
宿
二
品
有
候
処
、
数
日
何
之
御
召
も
無
之
」
と
記
述
し
て
お
り
、
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他
都
市
の
郷
宿
と
同
じ
よ
う
に
、
領
主
へ
の
公
事
訴
訟
等
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
大
宮
守
友
氏
が
春
日
若
宮
祭
礼
の
供
物
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

備
を
請
け
負
う
奈
良
の
町
人
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
次
の
【
史
料
9
｝
は
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
郡
山
藩
領
に
お
け
る
春
日

祭
礼
の
負
担
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑩

【
史
料
9
】

近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本〉

、
毎
年
掛
物
入
用
銀
当
鉦
十
月
二
大
庄
屋
寄
書
相
談
之
上
金
事
相
極
、
請
負
人
よ
り
証
文
上
之
、
月
番
御
代
官
所
江
当
番
之
大
庄
屋
よ
り
上
ル

一　
　
　
　
　
一
札
之
事

、
春
臨
御
祭
礼
掛
鳥
近
年
私
共
御
請
負
仕
、
是
迄
無
上
相
勤
続
候
、
依
之
当
年
も
御
里
細
網
上
当
翌
年
留
鳥
一
式
代
銀
弐
貫
弐
百
五
拾
目
二
相
定
御
請
負

一　
仕
無
滞
相
勤
可
申
候
、
縦
諸
式
高
直
二
罷
酷
刑
共
右
銀
高
二
而
相
勤
可
申
候
、
里
言
一
札
侃
而
如
件
、

　
　
酉
十
月
　
　
　
　
　
　
請
負
　
　
紙
屋
三
郎
兵
衛
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
辺
屋
次
右
衛
門
印

　
　
　
大
庄
屋
中

　
　
　
　
　
（
申
略
）

一
、
十
一
月
廿
田
九
ツ
時
当
番
大
庄
屋
井
庄
屋
両
人
郡
山
町
宿
着
、
請
負
人
方
へ
案
内
入
舞
得
ハ
請
負
人
ハ
町
議
迄
為
挨
拶
罷
越
申
候
、

御
代
官
所
へ
届
二
廻
り
町
宿
二
而
致
賄
支
度
、
請
負
人
召
連
南
都
江
罷
越
、
（
後
略
）

夫
よ
り
当
番
判
者

　
史
料
中
の
「
近
年
」
と
あ
る
の
が
何
時
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
言
々
が
賦
課
さ
れ
て
上
納
の
義
務
を
負
う
負
担
を
一
括
し
て
請
け
負

う
町
人
が
い
て
、
大
庄
屋
に
請
負
証
文
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
町
人
は
近
世
初
期
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
役
負
担
の

増
加
・
拡
大
と
連
動
す
る
形
で
広
が
り
定
着
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
郡
山
藩
の
場
合
、
直
轄
都
市
や
所
領
周
辺
に
出
動
し
て
い

169　（169）



．
ぎ
藝
亨
　
盛 ノ

　　　　　ら　　　　な　　ササゆ
　　ふkギノ
　ゆゆロ　む　ヰ　　　ガ

k　欝、ヅ回
　　璽明．騨轡

　【写真2】

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
【
写
真
2
】
は

　
　
　
⑫

で
あ
る
が
、
こ
の
印
に
あ
る
海
老
屋
善
助
が
郡
山
城
下
で
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

も
あ
り
、
彼
も
ま
た
「
郷
宿
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
海
老
屋
の
印
が
押
し
て
あ
る
文
書
に
は
「
異
国
船
二
二
御
役
所
御
出
張
賄
入
用
書
」
（
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
）
等
が
あ
り
、
郡
山
藩
が
軍
役

を
命
じ
ら
れ
て
幕
末
に
各
地
へ
出
動
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
豊
富
に
あ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
見
る
と
、
大
庄
屋
が
そ
の
支
配
に
か

か
っ
た
経
費
を
書
き
上
げ
た
「
仲
ヶ
間
諸
入
用
算
用
帳
」
（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
）
の
中
に
は
「
百
九
拾
六
匁
七
分
弐
厘
　
　
江
戸
行
人
足
給

銀
　
海
老
屋
払
」
と
あ
り
、
ま
た
「
仲
ヶ
間
諸
入
用
算
用
帳
」
（
安
政
元
年
）
の
中
に
は
「
壱
貫
六
百
五
拾
八
匁
弐
分
壱
厘
　
京
・
大
坂
御
固
二

付
郷
宿
え
ひ
屋
賄
代
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
軍
役
に
必
要
な
人
足
の
宿
と
な
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
人
足
を
村
に
代
わ
っ
て
調
達
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
嘉
永
三
年
－
安
政
六
年
の
代
官
の
主
な
仕
事
を
書
き
上
げ
た
留
書
の
中
に
も
、
づ
竹
川
雄
右

衛
門
・
清
水
勘
左
衛
門
・
新
藤
斧
右
衛
門
巳
（
安
政
四
年
　
　
注
筆
者
）
六
月
二
十
四
日
郷
宿
海
老
屋
善
助
方
へ
罷
出
、
大
庄
屋
共
不
着
御
代
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

惣
代
不
残
へ
申
諭
之
書
付
」
と
あ
り
、
藩
役
人
が
海
老
屋
に
て
大
庄
屋
等
に
対
し
て
、
ペ
リ
ー
来
航
、
京
都
警
衛
の
増
大
、
郡
山
城
の
修
復
等
、

相
次
ぐ
御
用
に
関
す
る
教
諭
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
各
藩
の
役
割
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
従
来
の
請
負
業
を
基
礎
と
し
な

く
任
務
が
制
度
化
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
の
任
務
の
一
端
を
請
け
負

う
町
人
が
藩
政
に
と
っ
て
も
重
要
な
位
置
づ
け
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
く
点
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
す
で
に
大
塩
の
乱
に
郡
山

藩
が
出
動
し
た
こ
と
は
触
れ
た
が
、
こ
の
際
に
藩
領
の
村
の
宮
座

文
書
で
は
、
「
尤
郡
山
御
殿
様
大
坂
手
跡
被
仰
付
、
御
領
分
迄
人

足
五
六
百
人
計
り
手
伝
被
成
、
郡
山
周
回
迄
詰
掛
候
」
と
記
述
さ

⑪れ
、
郷
宿
が
郡
山
藩
出
動
に
際
し
て
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
て

【
写
真
1
】
と
同
じ
大
庄
屋
の
家
の
文
書
に
押
さ
れ
て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
な
お
「
郷
宿
海
老
屋
善
助
」
と
記
述
し
た
文
書
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が
ら
こ
う
し
た
町
人
た
ち
が
そ
の
位
置
づ
け
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
次
に
郡
山
藩
の
経
済
政
策
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
か
つ
て
尼
崎
藩
を
事
例
に
八
木
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
同
藩
で
も
幕
府
か
ら
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

程
度
の
独
自
性
を
持
っ
た
経
済
政
策
を
実
施
し
て
い
く
。
郡
山
藩
で
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
藩
札
発
行
を
開
始
す
る
が
、
宝
永
四
年

（一

ｵ
〇
七
）
に
幕
府
の
禁
止
令
で
発
行
を
停
止
し
、
享
保
一
五
年
（
～
七
三
〇
）
の
許
可
制
に
よ
っ
て
、
以
降
は
幕
府
に
一
五
ヵ
年
ご
と
の
年

季
願
を
繰
り
返
し
な
が
ら
藩
札
発
行
を
実
施
し
通
用
さ
せ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
城
下
の
町
人
で
あ
る
太
田
・
八
尾
村
屋
・
永
原
屋
の
三
掛
屋

が
銀
札
発
行
元
と
な
り
、
銭
売
所
は
日
野
屋
・
津
乃
国
屋
を
含
む
五
ヵ
所
が
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
請
を
す
る
小
引
替
所
を
領
内
各
所
に

つ
く
り
窟
裕
な
百
姓
に
あ
た
ら
せ
た
。
門
史
料
！
0
】
は
大
庄
屋
・
庄
屋
を
務
め
た
家
に
残
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
文
政
九
年
目
一
八
二
六
）
に
こ

の
小
引
替
所
任
命
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑯

門
史
料
1
0
】

近世上方幕府直轄都市と譜代藩（藤本〉

　
　
　
　
乍
恐
奉
願
上
ロ
上
書

…
、
御
銀
札
之
儀
、
殊
之
外
御
通
用
言
恐
悦
至
極
二
奉
存
候
、
然
ル
処
、
私
居
村
6
北
手
城
州
木
津
・
翌
暁
辺
こ
お
る
て
御
銀
札
請
麗
人
御
座
候
得
共
、
御

当
所
迄
余
程
道
法
も
有
之
走
錨
者
、
此
上
就
籍
方
江
罷
越
、
御
銀
札
請
罪
人
郵
相
進
候
得
者
、
御
銀
札
弥
御
通
用
御
手
広
二
相
成
、
淀
・
伏
見
辺
迄
も
自

　
　
　
　
　
マ
こ

然
々
通
用
被
可
仕
と
乍
恐
奉
一
様
二
瀬
、
何
卒
私
方
二
而
　
御
銀
札
小
引
替
被
　
仰
付
被
　
下
野
薄
儀
奉
願
上
候
、
尤
右
之
所
二
私
居
村
迄
も
余
程
隔
有

之
候
申
付
、
勝
手
宜
様
私
親
類
軍
師
問
屋
喜
右
衛
門
方
二
食
小
引
替
所
銀
札
取
集
所
与
申
木
札
為
掛
遣
、
中
取
次
キ
を
以
小
引
替
仕
当
時
百
弐
拾
貫
目
御

下
被
　
成
下
御
仕
度
奉
願
上
候
、
（
中
略
）
万
々
一
臨
時
有
之
候
節
ハ
、
　
同
台
懸
案
差
支
無
両
様
三
八
候
問
、
何
卒
右
願
書
通
情
銀
札
小
6
1
替
所
之
儀
、

御
聞
済
被
為
　
成
下
候
者
、
広
太
之
御
慈
悲
与
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
文
政
九
戌
年
二
月
　
　
　
五
条
村
　
吉
田
勘
兵
衛
（
印
）
（
奥
印
二
名
省
略
）

　
御
代
官
様
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願
書
で
あ
る
た
め
勿
論
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
自
分
や
山
城
国
吐
師
に
居
住
す
る
親
類
に
藩
札
の
小
引
替
所
・
取
集
所
を
命

じ
る
こ
と
で
、
そ
の
通
用
が
淀
・
伏
見
ま
で
広
が
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
吉
田
勘
兵
衛
は
小
引
替
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
願
書
は
藩
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
領
外
通
用
を
意
図
し
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
領
内
に
お
い
て
は
幕
府

支
配
か
ら
一
定
程
度
独
立
し
た
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
郡
山
藩
は
京
都
・
奈
良
奉
行
所
の
「
支
配
国
」
の
中
に
あ
り
そ
の
広
域
支
配
を

　
　
　
⑰

受
け
る
が
、
一
定
程
度
の
独
自
性
を
持
っ
た
藩
政
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
定
着
し
た
大
名
家
と
そ
の
拠
点
で
あ
る
城
下
町
、
さ
ら
に
所
領
の
三
者
が
藩
の
政
策
や
役
負
担
の
あ
り
方
を
通
し
て
結
び

つ
き
を
強
め
て
い
く
。
こ
れ
は
郡
山
城
・
城
下
町
と
郡
山
参
審
の
巌
々
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
視
点
を
変
え
て
み
れ
ば
、
幕
府
直
轄
都
市

と
幕
府
領
の
訳
注
で
も
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
を
、
享
和
元
年
（
～
入
〇
一
）
に
大
和
国
の
幕
府
領
の
一
部
が
郡
山

虚
者
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
際
の
謝
々
の
対
応
を
事
例
に
見
て
い
き
た
い
。
同
年
一
〇
月
、
郡
山
藩
領
の
伊
勢
国
鈴
鹿
・
三
重
郡
一
五
ヵ
村
が

上
知
さ
れ
、
大
和
・
河
内
両
国
四
〇
ヵ
村
で
替
地
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
際
に
幕
府
領
か
ら
郡
山
藩
領
へ
と
変
更
に
な
っ
た
晶
々
は
激
し
く
抵

抗
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
よ
く
見
ら
れ
る
運
動
で
あ
る
た
め
、
史
料
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
こ
と
と
も
関
連
す
る
の
で
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
使
用
す
る
の
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
二
月
に
式
下
郡
平
田
村
で
作
成
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
和
州
河
州
御
料
所
之
内
郡
山
御
私
領
渡
一
件
」
と
い
う
表
題
を
持
つ
史
料
で
あ
る
。
同
村
は
享
和
元
年
に
郡
山
藩
領
に
編
入
さ
れ
た
が
、
同

村
は
編
入
に
際
し
て
幕
府
領
時
代
の
通
り
の
支
配
方
式
を
願
っ
て
聞
き
届
け
ら
れ
、
こ
れ
を
確
認
し
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
作
成
し
た
の
が

本
史
料
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
寛
政
十
一
未
年
大
和
国
中
御
料
所
之
分
御
悩
領
置
二
被
仰
藩
候
而
差
支
有
無
御
糺
軒
付
、
其
節
出
御
支
配
御
代
富
小
堀
縫
殿
様
御
役

所
江
惣
門
と
し
て
大
西
村
庄
屋
藤
兵
衛
罷
出
差
当
り
差
支
之
申
訳
無
御
座
候
得
共
」
と
記
述
さ
れ
、
幕
府
が
領
知
替
を
命
じ
た
場
合
、
差
支
が

あ
る
か
ど
う
か
村
々
に
尋
ね
て
村
か
ら
返
答
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
幕
府
が
一
方
的
に
で
は
な
く
事
前
に
領
知
替
が
可
能
か
ど
う
か
調
査

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
幕
府
は
領
知
替
に
よ
っ
て
問
題
が
起
こ
り
う
る
可
能
性
を
認
識
し
て
事
前
に
調
査
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
で
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あ
ろ
う
。
次
に
「
享
和
元
酉
年
六
月
頃
和
州
御
料
所
之
内
二
而
松
平
甲
斐
母
様
御
国
領
渡
二
相
測
候
段
流
布
有
之
候
二
軍
、
村
々
役
人
共
最

寄
々
二
お
み
て
組
合
毎
度
会
談
之
上
」
と
記
述
さ
れ
、
郡
山
藩
領
に
切
り
替
え
ら
れ
る
噂
が
流
れ
、
同
村
は
領
知
替
の
反
対
運
動
を
始
め
る
。

こ
れ
は
他
の
村
も
同
様
で
あ
り
、
本
史
料
で
は
「
小
堀
様
御
代
窟
所
者
数
ヶ
村
之
儀
別
而
古
今
稀
成
願
筋
墨
付
御
利
解
之
趣
村
方
江
相
談
、
智

者
村
々
小
前
之
も
の
共
よ
り
も
願
之
様
子
聖
別
昼
夜
之
無
差
引
京
都
往
返
之
人
者
只
櫛
之
歯
を
引
が
ご
と
く
物
騒
敷
」
と
、
そ
の
反
対
運
動
が

激
し
く
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
以
下
で
は
同
村
が
要
求
し
た
中
で
特
に
興
味
深
い
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
他
村
に
も
関
わ
る
要
求
が
含
ま
れ
て
お
り
、
同
村
単
独
の

運
動
で
は
な
く
、
領
知
替
に
な
る
草
々
が
連
携
し
て
要
求
を
作
り
上
げ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
ず
「
同
年
夏
号
於
最
寄
大
庄
屋
被
仰
付
可
然
駆

上
沙
汰
有
之
量
感
共
、
発
御
領
分
之
儀
者
是
迄
惣
代
二
而
相
勤
来
信
骨
付
」
と
あ
り
、
郡
山
藩
は
管
領
支
配
の
要
で
あ
る
大
庄
屋
を
任
命
し
よ

う
と
す
る
が
、
惣
代
と
し
て
勤
め
て
き
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
藩
か
ら
了
解
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
編
入
以
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

「
御
代
知
惣
代
」
と
呼
ば
れ
、
一
四
〇
〇
〇
石
の
新
領
を
四
人
で
担
当
し
た
。
次
に
春
日
祭
礼
の
供
物
賦
課
に
関
し
て
は
、
ま
ず
「
甲
斐
守
様

御
役
人
中
様
思
召
二
者
古
御
領
分
割
合
を
以
新
領
古
領
一
様
二
被
成
度
御
掛
合
有
之
候
得
共
」
と
あ
り
、
郡
山
藩
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
領
内

に
同
じ
負
担
を
求
め
、
新
領
地
に
も
従
来
の
藩
領
と
同
じ
よ
う
に
賦
課
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
御
私
領
軽
軽
人
足
御
手
入
二
付
、
御

料
所
幽
霊
之
馬
人
足
可
相
擁
所
無
糖
故
矢
張
御
料
所
之
節
同
様
梱
勤
候
、
依
之
古
領
と
者
別
請
負
人
江
相
渡
惣
代
添
上
郡
よ
り
両
人
、
気
中
よ

り
両
人
十
一
月
廿
日
よ
り
罷
越
諸
事
見
届
」
と
あ
る
よ
う
に
、
墨
黒
時
代
の
負
担
量
を
維
持
し
、
な
お
か
つ
郡
山
離
塁
を
請
け
負
う
者
と
は
別

の
請
負
人
に
頼
み
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
な
お
惣
代
の
勤
め
方
に
関
し
て
も
従
来
通
り
の
ま
ま
に
し
て
欲
し
い
旨
を
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
庄
屋
任
命
を
拒
否
し
た
の
は
単
な
る
役
職
名
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
従
来
の
地
域
社
会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
残
し
た
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
別
の
負
担
に
お
い
て
も
「
小
堀
様
御
支
配
中
南
都
郷
宿
墨
野
屋
善
十
郎
、
道
具
屋
清
九
郎
両
人
請
負
罷
在
候
、

御
引
渡
後
も
在
来
之
通
両
人
請
負
御
年
貢
郡
山
江
上
納
然
候
」
と
述
べ
て
、
従
来
通
り
奈
良
の
請
負
入
を
介
し
て
勤
め
た
い
旨
を
願
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
平
田
村
が
作
成
し
た
願
書
の
内
容
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
「
御
代
知
岩
代
」
が
実
際
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
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ら
に
「
右
御
願
之
旨
御
許
容
御
引
渡
無
血
相
済
、
御
代
知
御
役
所
も
別
台
に
御
立
画
龍
候
而
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
願
い
が
許
可
さ
れ
て
引

き
渡
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
実
際
に
郡
山
藩
に
許
可
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
大
庄
屋
と
丸
紅
庄
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
間
」
に
関
し
て
は
久
留
島
額
受
の
研
究
が
あ
る
が
、
当
時
に
お
い
て
も
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
郡
山
藩
は
組

合
村
－
糊
代
庄
崖
制
を
否
定
し
て
、
藩
の
支
配
機
構
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
組
合
村
が

奈
良
の
請
負
人
を
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
組
み
込
み
な
が
ら
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
直
轄
都
市
奈
良
と
幕
府
領
の
翌
々
も
ま

た
一
八
世
紀
を
通
じ
て
容
易
に
変
更
で
き
な
い
結
び
つ
き
を
構
築
し
て
お
り
、
郡
山
藩
編
入
に
あ
た
っ
て
も
従
来
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
維
持

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
右
の
問
題
に
関
連
し
て
、
宮
崎
克
則
氏
が
、
宝
暦
期
の
唐
津
藩
転
封
を
め
ぐ
っ
て
お
き
た
領
民
に
よ
る
反
対
運
動
を
分
析
し
、
同
時
期
に
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

済
的
負
担
が
民
衆
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
転
封
反
対
運
動
が
各
地
で
起
こ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
安
藤
正
人
氏
が
享
保

九
年
の
柳
澤
氏
転
封
に
よ
り
甲
斐
国
が
幕
府
領
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
府
で
は
甲
府
城
・
都
市
支
配
に
関
し
て
、
そ
の
維
持
機
能
が
都

市
住
民
の
負
担
と
し
て
転
嫁
さ
れ
た
た
め
に
、
従
来
の
負
担
体
系
が
大
き
く
改
変
さ
れ
、
後
に
負
損
軽
減
運
動
が
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
上
方
に
お
い
て
は
、
岩
城
氏
が
明
和
二
年
（
　
七
六
五
）
に
起
こ
っ
た
尼
崎
藩
主
転
封
に
反
対
す
る
嘆
願
運
動
を
、

さ
ら
に
明
和
の
上
知
に
よ
っ
て
西
宮
と
周
辺
村
と
の
関
係
は
一
変
し
、
領
域
権
力
と
し
て
長
年
培
っ
て
き
た
藩
領
の
仕
組
み
が
崩
壊
し
、
一
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

で
宿
駅
の
仕
組
み
が
大
き
く
改
変
さ
れ
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
右
の
研
究
成
果
や
本
章
の
分
析
か
ら
一
八
世
紀
後
半
以
降
は
幕
府
の
都
合
だ
け
で
転
封
・
領
知
替
が
簡
単
に
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
享
保
期
に
各
所
領
が
固
定
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
・
領
民
関
係
だ
け
で
な
く
、
都
市
と
農
村
で
も
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、

さ
ら
に
は
各
領
主
・
所
領
の
役
割
の
制
度
化
を
土
台
と
し
な
が
ら
上
方
全
体
の
支
配
構
造
が
確
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
簡
単
に
転
封
・

領
知
替
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
天
保
改
革
期
に
大
名
・
旗
本
や
民
衆
か
ら
猛
烈
な
枇
判
・
抵
抗
に
さ
ら
さ
れ
て
、
三
方
領
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

替
・
上
知
令
が
撤
回
に
追
い
込
ま
れ
る
の
は
、
幕
府
権
力
の
衰
退
・
失
墜
も
主
要
な
理
由
で
あ
る
が
、
支
配
・
被
支
配
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
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世
紀
を
通
じ
て
定
着
し
た
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
支
配
構
造
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
背
景
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
宝
暦

一
天
明
期
に
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ
わ
し
、
さ
ら
に
は
広
域
訴
願
が
多
発
し
、
民
衆
運
動
が
量
的
に
も
質
的
に
も
転
換
す
る
が
、
民
衆
は
こ
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

配
構
造
の
も
と
で
、
こ
れ
を
否
定
し
な
が
ら
肯
定
も
し
て
、
新
し
い
時
代
を
準
備
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
村
田
路
入
「
用
聞
の
諸
機
能
と
近
世
支
配
の
特
質
」
（
前
掲
村
田
著
、
初
出
は

　
一
九
九
〇
）
、
同
「
奉
行
所
用
達
の
諸
機
能
扁
（
前
掲
村
田
著
、
初
出
は
一
九
九

　
一
）
。

②
同
前
、
岩
城
卓
二
「
大
坂
町
奉
行
所
と
用
達
偏
（
前
掲
岩
城
著
、
初
出
は
二
〇

　
〇
〇
）
、
同
「
訴
願
と
用
達
・
郷
宿
」
（
前
掲
岩
城
著
、
初
出
は
二
〇
〇
〇
）
。

③
「
大
庄
屋
郷
宿
算
用
帳
（
串
七
月
）
」
（
個
人
蔵
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
寄
託
）
。

　
柳
沢
文
庫
架
蔵
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

④
拙
稿
「
郡
山
城
の
「
御
殿
」
門
五
軒
屋
敷
」
に
つ
い
て
」
（
貯
①
聡
。
墨
漏
＝
、

　
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
）
。

⑤
「
辻
組
御
用
留
扁
（
「
結
崎
辻
村
窟
井
家
文
書
」
三
四
－
六
（
天
理
大
学
図
書
館

　
所
蔵
）
）
。

⑥
柳
沢
文
庫
所
蔵
。

⑦
注
②
。

⑧
『
田
原
本
町
史
㎞
史
料
編
二
（
田
原
本
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
六
）
七

　
五
一
七
九
頁
。

⑨
大
宮
守
友
「
奈
良
奉
行
と
春
日
若
宮
祭
礼
」
（
前
掲
大
宮
著
、
初
出
は
二
〇
〇

　
六
）
。

⑩
魍
広
陵
町
史
睦
史
料
編
下
（
広
陵
町
史
編
纂
委
員
会
、
二
〇
〇
一
）
二
〇
五
頁
。

⑪
噌
西
矢
田
宮
座
年
代
記
』
六
四
頁
。

⑫
「
御
仲
間
服
賄
入
用
書
（
戌
七
月
）
」
（
個
入
蔵
、
奈
良
市
教
育
委
員
会
寄
託
）
。

　
梛
沢
文
庫
架
蔵
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

⑬
「
諸
書
上
井
伺
書
留
」
（
「
塚
田
家
文
書
」
（
柳
沢
文
庫
所
蔵
）
）
。

⑭
八
木
暫
浩
「
幕
府
領
国
と
尼
崎
藩
」
（
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
『
地
域
史

　
研
究
一
霞
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
i
㎞
　
一
四
－
三
、
～
九
入
五
）
、

　
咽
尼
崎
由
巾
巾
ん
㎞
　
二
　
（
一
九
ふ
ハ
八
）
。

⑮
㎎
大
和
郡
山
市
史
㎏
（
柳
沢
文
庫
専
門
委
員
会
、
一
九
六
六
）
三
二
九
・
三
三

　
〇
頁
。

⑯
「
乍
恐
奉
書
上
口
上
書
（
藩
札
小
引
替
所
開
設
織
付
と
（
吉
田
能
己
氏
所
蔵
文

　
書
）
。
柳
沢
文
庫
架
蔵
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

⑰
藪
田
貫
「
摂
河
支
配
国
論
」
（
前
掲
藪
田
著
、
初
出
は
一
九
八
○
年
）
、
前
掲
大

　
宮
著
。

⑱
『
田
原
本
町
史
』
史
料
結
滞
、
八
七
頁
。

⑲
前
掲
門
諸
書
上
井
伺
書
留
」
に
大
庄
屋
・
御
代
知
惣
代
を
褒
賞
す
る
際
に
、
そ

　
の
支
配
管
轄
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
両
者
を
区
別
し
て
褒
賞
し
よ
う
と
す
る
こ

　
と
等
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

⑳
久
留
島
浩
「
「
中
間
支
配
機
構
」
を
「
社
会
的
権
力
」
論
で
読
み
直
す
i
惣

　
代
庄
鷹
と
大
庄
屋
の
「
聞
偏
一
扁
（
久
留
島
浩
・
吉
田
伸
之
編
明
近
世
の
社
会

　
的
権
力
－
権
威
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
ー
輪
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
）
。

⑳
宮
崎
克
則
「
藩
主
の
転
封
と
領
民
動
揺
を
め
ぐ
る
問
題
一
肥
前
葱
津
藩
そ
の

　
他
を
素
材
と
し
て
一
」
（
魍
日
本
歴
史
㎞
四
四
七
、
　
一
九
入
五
）
。

⑫
　
安
藤
正
人
「
近
世
甲
府
の
都
市
構
造
と
役
負
担
」
（
咽
史
料
館
研
究
紀
要
』
　
一
三
、

　
一
九
八
一
）
。

⑬
　
前
掲
岩
城
論
文
③
。

⑳
　
藤
田
覚
『
幕
藩
制
国
家
の
政
治
史
的
研
究
i
天
保
期
の
秩
序
・
軍
事
・
外
交
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ρ

1
㎏
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
七
）
、
『
新
修
大
阪
市
史
㎞
四
（
新
修
大
阪
市
史
編

纂
委
員
会
、
一
九
九
〇
）
四
三
七
－
四
四
〇
頁
、
藪
田
冊
3
4
編
『
天
保
上
知
令
騒
動

記
㎞
（
清
文
堂
繊
版
、
一
九
九
八
）
。

⑱
前
掲
拙
稿
④
に
お
い
て
当
該
期
の
民
衆
運
動
に
関
す
る
簡
単
な
見
通
し
を
述
べ

　
て
い
る
Q
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
元
禄
－
享
保
期
に
幕
府
が
全
国
支
配
に
お
け
る
上
方
の
位
置
づ
け
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
領
国
と
し
て
の
性
格

を
強
く
持
っ
た
当
該
地
域
が
、
一
七
世
紀
末
一
一
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
非
領
国
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
一
七
世
紀
に
お
い
て
は
同
じ
徳
川
家
中
か
ら
創
出
さ
れ
未
分
離
で
あ
っ
た
幕
府
官
僚
・
旗
本
・
譜
代
大
名
が
、
幕
府
が

進
め
る
政
策
の
中
で
最
終
的
に
分
離
し
て
い
き
、
そ
の
分
離
を
踏
ま
え
た
上
で
、
上
方
の
み
な
ら
ず
国
家
的
規
模
で
分
業
関
係
が
構
築
さ
れ
る

と
い
う
変
化
が
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
変
化
と
連
動
し
つ
つ
、
幕
府
が
統
｝
権
力
と
し
て
の
性
格
・
役
翻
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
矛

盾
・
問
題
が
生
み
出
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
確
立
し
た
安
定
的
・
効
率
的
な
支
配
構
造
は
、
以
降
た
と
え
将
軍
の
命
令
で
あ
っ
て
も
容
易
に

動
か
し
が
た
い
ほ
ど
全
国
各
地
で
深
く
根
を
下
ろ
し
な
が
ら
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
元
禄
－
享
保
期
に
譜
代
大
名
が
転
封
す
る
必
要
が

な
く
な
り
一
斉
に
定
着
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
定
着
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
度
は
、
権
力
構
造
上
も
、
権
力
と
社
会
の
関
係
上
も
、
転
封
・

領
知
替
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
最
後
に
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
つ
つ
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
結
び
と
し
た
い
。

　
第
一
に
譜
代
藩
の
城
下
町
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
享
保
期
以
降
譜
代
大
名
の
転
封
が
激
減
し
て
全
国
各
地
で
藩
と
し
て
確
立
し
、
そ
の
城
下

町
が
藩
領
内
の
村
々
や
周
辺
地
域
と
容
易
に
は
切
り
離
せ
な
い
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
政
治
・
経
済
の
拠
点
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

明
ら
か
に
し
た
。
近
年
の
近
世
都
市
史
研
究
が
都
市
内
部
を
詳
細
に
分
析
す
る
も
の
の
、
そ
の
都
市
を
取
り
巻
く
政
治
・
社
会
全
体
と
の
関
わ

り
の
申
で
、
近
世
都
市
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
展
開
を
歩
む
の
か
解
明
で
き
て
い
な
い
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た

よ
う
な
領
主
の
交
代
と
定
着
、
あ
る
い
は
幕
藩
権
力
が
そ
の
性
格
を
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
都
市
社
会
自
体
の
構
造
や
そ
こ
で
生
活
す
る

人
々
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
さ
ら
に
は
逆
に
都
市
社
会
が
幕
藩
体
制
全
体
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
か
を
分
析
し
、
近
世
都



市
か
ら
近
代
都
市
へ
の
転
換
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
全
国
支
配
の
再
編
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
西
国
有
事
に
備
え
て
上
方
と
関
東
は
当
初
異
な
る
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
た
が
、
幕
府
は

こ
の
軍
事
戦
略
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
、
両
地
域
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
の
地
域
差
を
解
消
さ
せ
な
が
ら
、
国
家
的
規
模
で
の
政
治
的
一
体
性

を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
幕
府
が
仮
想
敵
と
見
な
し
て
い
た
西
国
外
様
藩
の
位
遣
づ
け
を
転
換
さ
せ
た
こ

と
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
軍
事
政
権
と
し
て
発
足
し
た
江
戸
幕
府
が
統
一
権
力
と
し
て
そ
の
性
格
と
虎
落
を
転
換
さ
せ
、
新
し
い
政
治

理
念
の
も
と
で
全
国
支
配
の
再
編
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
心
と
し
て
の
三
都
、
と
り
わ
け
江
戸
を
、
国
家
史
と
都
市
史

の
一
体
化
を
図
り
な
が
ら
分
析
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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options　to　obtain　a　more　secure　factory．　Since　the　mid－seventeenth　century，

the　Dutch　had　repeatedly　asked　the　Sultanate　of　Golkonda　to　build　a　new

factory　of　stone　with　high　resistance　to　fire，　but　never　succeeded　unti｝　the

beginning　of　the　Rext　century　after　the　Sultanate　was　conquered　by　the

Mughals．　As　to　the　town　wall，　it　was　in　1686　while　they　occupied

Masulipatnam　for　a　few　months　that　the　Dutch　finally　built　it．　ln　short，　the

EIC　at　Madras　could　fortify　the　factory　and　town　from　the　beginniRg，　while

it　took　years　before　the　VOC　at　Pulicat　and　Masulipatnam　had　a　town　wall

and　a　factory　built　of　stone．

　　In　the　early　seventeenth　century，　the　VOC　had　been　able　to　participate　in

tradiRg　activities　that　were　being　carried　out　at　the　pre－existing　port　town

and　could　profit　tliereby．　IR　the　mid　century，　however，　there　was　growing

unrest　on　the　Coromandel　Coast　because　of　successive　wars．　Even　such

unstable　circumstances，　it　was　difficult　for　the　Dutch　to　attempt　to　start

coRstruction　of　“defensive　works”　without　the　approval　or　agreement　of　the

local　authorities　governing　the　town，　with　whom　they　had　been　negotiating

in　business　for　years，　On　the　other　hand，　there　were　no　such　established

relationships　at　Madras　between　the　English　and　the　｝ocal　authorities．　We

can　say　that　the　fortified　port　town　of　Madras　could　be　established　because

it　was　only　a　small　and　insignificant　village　in　locai　politics．

Kamigata　Cities　under　Shogunal　Jurisdiction　and

　　　　　Fudai　Domains　in　Early－Modern　Times

by

FUJIMoTo　Hitofumi

　　This　article　focuses　on　the　relationship　between　cities　uRder　dlrect

shogunal　（bahufa）　jurisdiction　and　the　hereditarily　allied　fudai　domains　in　the

Kamigata　region　in　an　attempt　to　clarify　the　character　of　the　ruling

strttcture　of　the　Kamigata　region　and　its　historical　development．　ln　the　17th

century　the　Kamigata　region　played　tlae　role　of　a　key　military　point　in　the

event　of　an　emergency　in　the　western　provinces，　and　the　fudai　lords　were

assigned　to　important　points　to　uphold　the　system．　The　cities　under　direct

（　309　）



bakufat　jurisdiction　aRd　the　castle　towns　of　the　fudai　lords　functioned　in　a

coordinated　fashioB，　and　the　fadai　lords　stationed　in　the　region　assisted　in

preparation　for　emergency　action　in　the　westem　provinces．

　　However，　from　the　end　of　the　17th　century　through　the　beginning　of　the

18th　the　bakufu　altered　its　previously　held　military　strategy，　reorganiziRg　its

rule　throughout　the　nation，　including　the　Kamigata　region．　As　a　result　the

castle　towns　of　the　fudai　domains　that　had　strongly　held　the　character　of

military　aRd　supply　bases　came　to　be　political　and　economic　strong　points．

Furthermore　in　the　Kamigata　region　the　dual　system　of　rule，　Le．　that　of　the

Edobahafu　and　that　of　each　local　domaiR　or　individual　lord，　began　to　develop．

Migrants　et　culture　dans　une　soci6t6　urbaine：

le　cas　des　provinciaux　a　Paris　au　XIXe　siecle

par

NAGAI　Nobuhito

　　Au　XIXe　siecle，　Paris　a　connu　une　croissance　demographique　vertiginettse：

la　population　de　la　capitale　fraRgaise　a　qujntuple　en　cent　ans，　atteignant　a

son　sommet　2，7　millions　d’habitants．　Cette　expansion　rapide　est　due，　pour　une

grande　partie，　aux　flux　d’immigratioR　de　provinciaux．　Dans　les　ann6es　1890，

plus　de　la　moiti6　des　ParisieRs　6taient　originaires　des　departements　hors　la

Seine．　Une　telle　croissance　eRgendre，　a　elle　seuie，　diff6reRts　problemes

sociaux：　manque　de　logements，　mauvais　6tat　saRitaire，　instabilit6　de　1’emploi，

etc．　D’autre　part，　la　France　a　conserv6　tout　au　long　du　XIXe　siecle　une

grande　diversit6　linguistique　et　culturelle．　Une　enqu6te　administrative

effectu6e　sous　le　Second　Empire　montre　qu’un　Francais　sur　deux　maTtrisait

mal　ou　pas　la　langue　frangaise．　M6me　au　tournant　du　siecle　一　c’est－a－dire

bien　apres　les　lois　Ferry　一，　il　y　avait　des　regioRs，　a　commencer　par　la

Bretagne，　oti　une　bonne　partie　de　la　population　parlaient　dans　leur　vie

quotidienne　une　langue　r6gionale．　Or，　si　Paris　a　sans　cesse　accueilli　le　flot

d’lmmigres，　la　ville　n’etait－elle　pas　devenue　une　societe　oa　se　c6toyaient　des

gens　d’origlnes　differentes？　Comment，　dans　ce　cas－la，　ils　vivaient　dans　un

meme　espace？　N’y　a－t－il　pas　eu　de　difficult6s　ou　de　conflits？　Ces　questions

（　3e8　）


